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(57)【要約】
　医療患者への電気ショックの恐れを軽減するためのパ
ルス酸素濃度計システムが、生理学的センサを含むこと
ができ、生理学的センサの少なくとも１つが、患者の生
体組織に光を衝突させることができる光放射体と、生体
組織による減衰の後の光に応答する検出器とを有してい
る。検出器が、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成
することができる。さらに、パルス酸素濃度計システム
は、生理学的センサを生理学的監視装置へと接続できる
分岐ケーブルを備えることができる。分岐ケーブルは、
複数のケーブル部分を有することができ、各々のケーブ
ル部分が、生理学的センサのうちの１つとやり取りする
ことができる１つ以上の電気導体を備えている。１つ以
上の切り離し回路を、電気導体のうちの選択された電気
導体に連絡させて、分岐ケーブルに配置することができ
る。１つ以上の切り離し回路は、生理学的センサを電気
的に切り離すことができる。
【選択図】　図６Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療患者への電気ショックの恐れを軽減するためのパルス酸素濃度計システムであって
、
　複数の生理学的センサと、
　分岐ケーブルと
を含んでおり、
　前記生理学的センサのうちの少なくとも１つが、
　脈動する血液を含んでいる患者の生体組織に光を衝突させるように構成された光放射体
と、
　生体組織による減衰後の光に応答し、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成するよう
に構成された検出器と
を含んでおり、
　前記分岐ケーブルが、
　生理学的監視装置へとつながるように機能する監視装置コネクタと、
　各々が前記生理学的センサのうちの１つへとつながるように機能する複数のセンサコネ
クタと、
　センサコネクタと監視装置コネクタとの間にそれぞれ配置された複数のケーブル部分と
、
　１つ以上の切り離し回路と
を含んでおり、
　前記ケーブル部分の各々が、１つ以上の電気導体を含んでおり、
　前記ケーブル部分のうちの少なくともいくつかのケーブル部分の前記１つ以上の電気導
体が、
　前記複数の生理学的センサのうちの１つ以上へと電力を供給するように構成された電源
線と、
　前記生理学的センサのうちの１つ以上から前記生理学的監視装置へと生理学的信号を送
信するように構成された信号線と、
　前記電源線に電気の戻り経路をもたらすように構成された接地線と
を含んでおり、
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記１つ以上の電気導体のうちの選択された電気導体
に連絡しており、前記生理学的センサのうちの１つ以上と前記生理学的監視装置との間で
生理学的信号を伝えるように構成されており、前記生理学的センサを電気的に切り離すよ
うに機能し、前記接地線における接地ループの形成を実質的に防止するように構成されて
いるパルス酸素濃度計システム。
【請求項２】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記信号線に連絡したオプトカプラを含んでいる請求
項１に記載のパルス酸素濃度計システム。
【請求項３】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記電源線に連絡したフライバック変圧器を含んでい
る請求項１に記載のパルス酸素濃度計システム。
【請求項４】
　前記１つ以上の切り離し回路が、１つ以上の情報素子に連絡したデジタル切り離し回路
を含んでいる請求項１に記載のパルス酸素濃度計システム。
【請求項５】
　前記複数の生理学的センサが、音響センサを含んでいる請求項１に記載のパルス酸素濃
度計システム。
【請求項６】
　パルス酸素濃度計とともに使用されるときに医療患者への電気ショックの恐れを軽減す
るための医療装置であって、
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　複数の生理学的センサと、
　前記複数の生理学的センサを生理学的監視装置へと接続するように機能する分岐ケーブ
ルと、
　前記分岐ケーブルに配置された１つ以上の切り離し回路と
を含んでおり、
　前記生理学的センサのうちの少なくとも１つが、
　脈動する血液を含んでいる患者の生体組織に光を衝突させるように構成された光放射体
と、
　生体組織による減衰後の光に応答し、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成するよう
に構成された検出器と
を含んでおり、
　前記分岐ケーブルが、前記生理学的センサのうちの１つとやり取りするように構成され
た１つ以上の電気導体を各々が含んでいる複数のケーブル部分を含んでおり、
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記１つ以上の電気導体のうちの選択された電気導体
に連絡しており、前記生理学的センサのうちの１つ以上と前記生理学的監視装置との間で
生理学的信号を伝えるように構成されており、前記生理学的センサを電気的に切り離すよ
うに機能する医療装置。
【請求項７】
　前記１つ以上の切り離し回路が、オプトカプラ、変圧器、および光ファイバのうちの１
つ以上を含んでいる請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記分岐ケーブルの監視装置コネクタに配置された１
つの切り離し回路を含んでいる請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記分岐ケーブルのセンサコネクタに配置された複数
の切り離し回路を含んでいる請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記複数の切り離し回路が、前記ケーブル部分のうちの１つを除くすべてのケーブル部
分に配置されている請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　前記複数の生理学的センサが、光学センサおよび音響センサを含んでいる請求項６に記
載の装置。
【請求項１２】
　前記センサのうちの１つの接続状態の知らせを該センサをポーリングすることなくもた
らすように構成されたセンサ検出回路をさらに含んでいる請求項６に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ケーブル部分のうちの１つ以上が、前記生理学的センサのうちの１つへと電力を供
給するように構成された電源線、前記生理学的センサから前記生理学的監視装置へと生理
学的信号を送信するように構成された信号線、および前記電源線に電気の戻り経路をもた
らすように構成された接地線を含んでいる請求項６に記載の装置。
【請求項１４】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記接地線における接地ループの形成を実質的に防止
するように構成されている請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　パルス酸素濃度計が使用されるときの医療患者への電気ショックの恐れを軽減する方法
であって、
　医療患者の生体組織に光を衝突させるように構成された光放射体と、生体組織による減
衰後の光に応答して、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成するように構成された検出
器と、を少なくとも１つが含んでいる複数の生理学的センサを用意するステップと、
　前記複数の生理学的センサと生理学的監視装置との間の通信を可能にするように構成さ
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れた１つ以上の電気導体を含んでおり、前記複数の生理学的センサから前記生理学的監視
装置へと医療患者の生理学的情報を表わす信号をもたらすように機能する医療ケーブルア
センブリを用意するステップと、
　前記医療ケーブルアセンブリに配置され、前記複数の生理学的センサおよび前記生理学
的監視装置に連絡している１つ以上の切り離し回路を使用して、前記複数の生理学的セン
サを電気的に切り離すステップと
を含んでいる方法。
【請求項１６】
　前記１つ以上の切り離し回路が、オプトカプラを含んでいる請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ以上の切り離し回路が、変圧器を含んでいる請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記センサのうちの１つの接続状態の知らせを、該センサをポーリングすることなくも
たらすステップ
をさらに含んでいる請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記医療ケーブルアセンブリを用意するステップが、
　前記生理学的センサのうちの少なくとも１つに接続されるように構成された少なくとも
１つのセンサケーブルと、該少なくとも１つのセンサケーブルおよび前記生理学的監視装
置に接続されるように構成された少なくとも１つの機器ケーブルとを用意するステップ
をさらに含んでいる請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記医療ケーブルアセンブリが、分岐ケーブルを含んでいる請求項１５に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００８年５月５日付の「Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｃａｂｌｅ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ
　ｆｏｒ　Ｒｅｄｕｃｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｒｉｓｋ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｈｏｃｋ
　ｔｏ　ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」という名称の米国特許仮出願第６１／０５０，４７６号の
優先権を主張し、この米国特許仮出願の全体が、ここでの言及によって本明細書に援用さ
れる。
【背景技術】
【０００２】
　病院、福祉施設、および他の患者ケア施設は、典型的には、当該施設の１つ以上のベッ
ドサイドに患者監視装置を備えている。患者監視装置は、一般的に、医療患者の生理学的
パラメータを取得して分析するために、センサ、処理装置、および表示装置を備えている
。生理学的パラメータとしては、例えば、呼吸数、酸素飽和度（ＳｐＯ２）レベル、脈拍
、血圧、などが挙げられる。医師、看護師、および他の特定の医療関係者などの臨床家が
、医療患者から得られた生理学的パラメータを使用して病気を診断し、治療を処方する。
また、臨床家は、さまざまな臨床の状況において患者を監視し、患者へと与える医療のレ
ベルを高めるか否かを判断するために、生理学的パラメータを使用する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　多数の監視装置が、パルス酸素濃度計センサ、音響センサ、などといった１つ以上のセ
ンサから生理学的信号を受信する。センサへと取り付けられた医療ケーブルが、センサか
ら監視装置へと信号を伝達する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　医療患者への電気ショックの恐れを軽減するためのパルス酸素濃度計システムの特定の
実施例が、複数の生理学的センサを含んでおり、生理学的センサの少なくとも１つが、患
者の生体組織に光を衝突させることができる光放射体と、生体組織による減衰の後の光に
応答する検出器とを有している。生体組織は、脈動する血液を含むことができる。検出器
が、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成することができる。この医療装置が、生理学
的監視装置へとつながることができる監視装置コネクタと、各々が前記生理学的センサの
うちの１つへとつながることができる複数のセンサコネクタと、センサコネクタと監視装
置コネクタとの間にそれぞれ配置された複数のケーブル部分と、を有する分岐ケーブルを
さらに備えることができ、各々のケーブル部分は、１つ以上の電気導体を備えている。ケ
ーブル部分のうちの少なくともいくつかのケーブル部分の前記１つ以上の電気導体が、前
記複数の生理学的センサのうちの１つ以上へと電力を供給することができる電源線、前記
生理学的センサのうちの１つ以上から前記生理学的監視装置へと生理学的信号を送信する
ことができる信号線、および前記電源線に電気の戻り経路をもたらすことができる接地線
を含むことができる。さらに、分岐ケーブルが、前記１つ以上の電気導体のうちの選択さ
れた電気導体に連絡した１つ以上の切り離し回路を有することができる。この１つ以上の
切り離し回路は、前記生理学的センサのうちの１つ以上と前記生理学的監視装置との間で
生理学的信号を伝えることができる。この１つ以上の切り離し回路は、前記生理学的セン
サを電気的に切り離すことができ、前記接地線における接地ループの形成を実質的に防止
するように構成されている。
【０００５】
　特定の実施形態においては、パルス酸素濃度計とともに使用されるときに医療患者への
電気ショックの恐れを軽減するための医療装置が、複数の生理学的センサを含んでいる。
生理学的センサのうちの少なくとも１つが、脈動する血液を有する患者の生体組織に光を
衝突させることができる光放射体を備えることができる。さらに、このセンサが、生体組
織による減衰後の光に応答し、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成することができる
検出器を備えることができる。この医療装置が、前記複数の生理学的センサを生理学的監
視装置へと接続することができる分岐ケーブルを備えることができる。分岐ケーブルは、
前記生理学的センサのうちの１つとやり取りすることができる１つ以上の電気導体を各々
が含んでいる複数のケーブル部分を含むことができる。１つ以上の切り離し回路を、分岐
ケーブルに配置することができる。この１つ以上の切り離し回路が、前記１つ以上の電気
導体のうちの選択された電気導体に連絡することができる。この１つ以上の切り離し回路
が、前記生理学的センサのうちの１つ以上と前記生理学的監視装置との間で生理学的信号
を伝えることができる。この１つ以上の切り離し回路が、前記生理学的センサを電気的に
切り離すことができる。
【０００６】
　パルス酸素濃度計が使用されるときの医療患者への電気ショックの恐れを軽減する方法
の種々の実施形態が、複数の生理学的センサを用意するステップを含むことができ、それ
ら生理学的センサのうちの少なくとも１つが、医療患者の生体組織に光を衝突させること
ができる光放射体と、生体組織による減衰後の光に応答して、患者の生理学的特徴を表わ
す信号を生成することができる検出器とを備えている。この方法は、医療ケーブルアセン
ブリを用意するステップをさらに含むことができ、医療ケーブルアセンブリは、前記複数
の生理学的センサと生理学的監視装置との間の通信を可能にできる１つ以上の電気導体を
有しており、前記複数の生理学的センサから前記生理学的監視装置へと医療患者の生理学
的情報を表わす信号をもたらすことができる。さらに、この方法は、医療ケーブルアセン
ブリに配置された１つ以上の切り離し回路を使用して、前記複数の生理学的センサを電気
的に切り離すステップを含むことができる。１つ以上の切り離し回路は、前記複数の生理
学的センサおよび前記生理学的監視装置に連絡することができる。
【０００７】
　本明細書の開示を要約する目的で、本発明の特定の態様、利点、および新規な特徴を説
明した。本明細書に開示される本発明の任意の特定の実施形態において、必ずしもそのよ
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うな利点のすべてを達成できなくてもよいことを、理解すべきである。すなわち、本明細
書に開示される本発明を、本明細書に教示される１つの利点または一群の利点を達成また
は最適化するが、本明細書において教示または示唆されうる他の利点を必ずしも達成しな
いやり方で、具現化または実行してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　以下で、さまざまな実施形態を、添付の図面を参照しつつ説明する。これらの実施形態
は、あくまでも例として図示および説明され、本発明の技術的範囲を限定しようとするも
のではない。図面において、類似の要素は、類似の参照番号を有している。
【０００９】
【図１】生理学的監視システムの実施形態の斜視図を示している。
【００１０】
【図２Ａ】分岐ケーブルを有する典型的な生理学的監視システムのブロック図を示してい
る。
【図２Ｂ】分岐ケーブルを有する典型的な生理学的監視システムのブロック図を示してい
る。
【００１１】
【図３】複数のケーブルを有する生理学的監視システムの別の実施形態のブロック図を示
している。
【００１２】
【図４】複数のケーブルを有する生理学的監視システムのさらに別の実施形態のブロック
図を示している。
【００１３】
【図５Ａ】切り離し回路の実施形態を示している。
【図５Ｂ】切り離し回路の実施形態を示している。
【図５Ｃ】切り離し回路の実施形態を示している。
【００１４】
【図６Ａ】典型的な分岐ケーブルの側面図を示している。
【００１５】
【図６Ｂ】図６Ａの典型的な分岐ケーブルの底面図を示している。
【００１６】
【図７】典型的なセンサおよびケーブルアセンブリの斜視図を示している。
【００１７】
【図８Ａ】１つ以上の情報素子を備えている典型的なケーブルのブロック図を示している
。
【図８Ｂ】１つ以上の情報素子を備えている典型的なケーブルのブロック図を示している
。
【００１８】
【図８Ｃ】１つ以上の情報素子およびセンサと通信するための回路の実施形態を示してい
る。
【００１９】
【図９】情報素子に保存することができるデータの典型的な形態のブロック図を示してい
る。
【００２０】
【図１０】ネットワーク化された複数の生理学的監視装置を有している生理学的監視シス
テムの実施形態を示している。
【００２１】
【図１１】典型的なケーブル管理プロセスの流れ図を示している。
【図１２】典型的なケーブル管理プロセスの流れ図を示している。
【００２２】
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【図１３】典型的な患者背景管理プロセスの流れ図を示している。
【図１４】典型的な患者背景管理プロセスの流れ図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　多くの場合に、多数のセンサが、患者についての生理学的情報を生理学的監視装置へと
もたらすために、医療患者へと取り付けられる。特定の光学センサおよび音響センサなど
、一部のセンサは、電源、信号、および接地の配線またはワイヤを有しているケーブルを
使用して、監視装置とやり取りをする。これらの配線の１つ以上が、多数のセンサが患者
へと取り付けられるときに電気ショックの危険を引き起こす可能性がある。例えば、接地
線に電位が存在すると、接地ループが患者または接地線において形成され、望ましくない
電流が接地線を介して患者を通過する可能性がある。電源の変動や除細動器などからのサ
ージが、潜在的に、患者を傷つける可能性があり、監視装置またはセンサを傷める可能性
がある。
【００２４】
　本明細書の開示において、接地ループおよび他の電流ループの形成を防止または実質的
に防止するために使用することができる切り離し回路が説明される。このやり方で切り離
し回路を使用することを、センサの絶縁、患者の絶縁、患者の保護、センサの切り離し、
などの提供と称することができる。単一のケーブルを使用して一度に１つのセンサへと接
続される現時点において入手可能な生理学的監視装置は、この切り離し回路を有さなくて
もよい。これらの監視装置を２つ以上のセンサを受け付けるように更新することで、これ
らの監視装置に保護回路が追加されない限り、上述の感電の危険が生じる可能性がある。
既存の単一センサの監視装置において、この回路の追加は、高価につく監視装置の内部部
品の更新を必要とする可能性がある。新規な単一センサの監視装置については、切り離し
回路を製造時に追加することが可能である。しかしながら、この手法は、装置において１
つのセンサを使用することしか望まない購入者にとって、費用対効果に劣ると考えられる
。
【００２５】
　したがって、特定の実施形態においては、切り離し回路が、医療ケーブルアセンブリに
設けられる。医療ケーブルアセンブリは、いくつかの実施形態においては、生理学的監視
装置のただ１つのセンサポートによって複数の生理学的センサと取り合う分岐ケーブルを
備えている。好都合なことに、特定の実施形態において、医療ケーブルアセンブリが、患
者への感電の危険を低減しつつ、多数のセンサを監視装置へと接続できるようにする。
【００２６】
　図１に目を向けると、医療患者を監視するための生理学的監視システム１００の実施形
態が示されている。生理学的監視システム１００は、ケーブル１３０によってセンサアセ
ンブリ１５０に接続された生理学的監視装置１１０を備えている。監視装置１１０は、セ
ンサパラメータや警報などを表示するため、およびユーザの入力を受け付けるための種々
の視覚表示およびユーザ制御部１０５を備えている。センサアセンブリ１５０は、さまざ
まな生理学的センサのうちのいずれかを備えることができる。例えば、センサアセンブリ
１５０は、血液の成分および関連のパラメータの測定を可能にする１つ以上の光学センサ
、音響式の呼吸センサ、心電計センサ、などを備えることができる。
【００２７】
　より一般的には、センサアセンブリ１５０が、酸素飽和度、一酸化炭素ヘモグロビン（
ＨｂＣＯ）、メトヘモグロビン（ＨＢＭｅｔ）、分画酸素、総ヘモグロビン（ＨｂＴ／Ｓ
ｐＨｂ）、脈拍数、かん流指数、心電図による電気的な心機能、および血圧などといった
さまざまな生理学的パラメータのうちの１つ以上を測定する１つ以上のセンサを備えるこ
とができる。測定することができる生理学的パラメータの他の例として、呼吸数、吸気時
間、呼気時間、吸気－呼気比、吸気流、呼気流、１回換気量、呼気終末ＣＯ２（ＥＴＣＯ

２）、ＣＯ２、分時拍出量、無呼吸継続時間、呼吸音、水泡音、ラ音、喘鳴、音量の減少
または気流の変化などの呼吸音の変化、心拍、心音（例えば、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、
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および心雑音）、ならびに正常音から心雑音への変化または体液過剰を示す分裂心音など
の心音の変化が挙げられる。
【００２８】
　いくつかの実施形態においては、センサアセンブリ１５０が、発光ダイオードなどの１
つ以上の放射体を有している光学センサであってよい。放射体が、指、足、耳、などとい
った患者の生体組織に衝突する複数の波長の光を放射することができる。放射体が、不可
視の放射線を放射してもよい。センサアセンブリ１５０は、患者の生体組織によって減衰
させられた光を受信することができる１つ以上の検出器をさらに備えることができる。検
出器が、検出される光に応答して生理学的信号を生成することができる。センサアセンブ
リ１５０は、これらの生理学的信号を、１つ以上の生理学的パラメータ（上述のパラメー
タのうちの或るパラメータ、など）を割り出すべく処理するために監視装置１１０へと提
供することができる。そのようなセンサアセンブリ１５０の例が、「Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ｅｍｉｔｔｅｒｓ」という名称の２００６年３月
１日付の米国特許出願公開第２００６／０２１１９２４号に記載されており、この米国特
許出願公開の開示は、その全体がここでの言及によって本明細書に援用される。
【００２９】
　ケーブル１３０が、センサアセンブリ１５０および監視装置１１０へと接続されている
。いくつかの実施形態においては、ケーブル１３０が、２つ以上のケーブルまたはケーブ
ルアセンブリを含んでいるが、ケーブル１３０が、ただ１つのケーブル１３０であっても
よいことに注意すべきである。図示の実施形態においては、ケーブル１３０が、センサケ
ーブル１１２および機器ケーブル１１４を含んでいる。センサケーブル１１４が、コネク
タ１３３、１５１を介してセンサアセンブリ１５０へと直接的に接続され、機器ケーブル
１１４が、コネクタ１３１によって監視装置１１０へと直接的に接続される。センサケー
ブル１１２が、コネクタ１３５、１３７を介して機器ケーブル１１４へと接続されている
。
【００３０】
　特定の実施形態においては、センサケーブル１１２が、ただ１人の医療患者について使
用され、当該患者について使用された後で処分される軽量で柔らかいケーブルである。対
照的に、特定の実施形態の機器ケーブル１１２は、多数の患者について使用され、センサ
ケーブル１１２よりも高い耐久性であってよい。例えば、機器ケーブル１１２は、センサ
ケーブル１１２と比べてより太く、より固く、あるいはより重くてよい。好都合なことに
、特定の実施形態においては、軽量で柔らかいというセンサケーブル１１２の特徴が、セ
ンサケーブル１１２を患者へと取り付けるためにより快適なものにする。例えば、指にセ
ンサアセンブリ１５０が取り付けられている患者が、軽量なセンサケーブル１１２がセン
サアセンブリ１５０へと取り付けられた状態で、自身の手をより容易に動かすことができ
る。しかしながら、ケーブル１３０の一部またはすべてが軽量かつ柔らかいならば、ケー
ブルの耐久性が低くなる可能性がある。したがって、ケーブル１３０の一部分（例えば、
機器ケーブル１１４）が、より重くなり、柔軟性に乏しくなる可能性があるものの、より
丈夫であり、より高い耐久性を有している。したがって、機器ケーブル１１４を複数の患
者に使用することができる一方で、センサケーブル１１２は、ただ１人の患者など、より
少数の患者について使用可能である。
【００３１】
　図１の生理学的監視装置１１０は、ただ１つのセンサアセンブリ１５０に接続されて図
示されているが、特定の実施形態においては、異なる生理学的パラメータを監視するセン
サなど、複数のセンサへの接続が好都合かもしれない。例えば、生理学的監視装置１１０
を、パルス酸素濃度計センサならびに呼吸数、心音、および関連のパラメータを測定する
音響センサへと接続することができる。生理学的監視装置１１０に複数センサの機能をも
たらすための１つのやり方は、監視装置とケーブル１３０との間に分岐ケーブルを用意す
ることである（図２および６を参照）。分岐ケーブルは、生理学的監視装置１１０のシャ
ーシに第２のケーブル１３０を受け入れるための第２のケーブルポートを作り付ける必要
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を少なくし、あるいは皆無にする。結果として、分岐ケーブルを使用することで、コスト
を下げることができる。さらに、分岐ケーブルを使用することで、センサからの単独の配
線の間のクロストークノイズを低減することができる。
【００３２】
　しかしながら、上述のように、生理学的監視装置１１０を分岐ケーブルなどを使用して
複数のセンサからの入力を受け付けるように更新すると、センサ、ケーブル、および患者
を経由する導電経路が形成される可能性があるため、ユーザの感電の危険が生じる可能性
がある。例えば、音響センサが胸部に配置され、除細動器のパドルが音響センサに触れた
場合に、電流のサージが、音響センサと第２のセンサとの間で患者に形成される導電経路
を通り、生理学的監視装置１１０を通って放電される可能性がある。この電流サージが、
患者を負傷させる可能性があり、監視装置１１０を傷める可能性がある。
【００３３】
　したがって、ケーブル１３０または取り付けられる分岐ケーブルの種々の実施形態が、
患者の感電の危険を少なくするための１つ以上の切り離し回路（図示されていない）を備
えることができる。各々の切り離し回路が、センサアセンブリ１５０を監視装置１１０か
ら電気的に切り離すことができ、あるいは複数のセンサアセンブリ１５０を切り離すこと
ができる。電気的な切り離しは、その通常の意味に加えて、導電経路を経つ（例えば、２
つの導体の間に絶縁体を設けることによる）こと、または導体間の抵抗を大きくすること
を意味することができる。電気的な切り離しを、後述されるように、変圧器および／また
はオプトカプラを使用して達成することができる。切り離し回路の電気的な切り離しによ
って、有害な電流サージによる患者への害を、防止または軽減することができる。典型的
な切り離し回路が、図２～６に関して後述される。
【００３４】
　ケーブル１３０または取り付けられる分岐ケーブルに切り離し回路を備えるほかに、ケ
ーブル１３０または分岐ケーブルに他の回路を備えることが望ましいかもしれない。例え
ば、ケーブル１３０、分岐ケーブル、および／またはセンサアセンブリ１５０が、ＥＥＰ
ＲＯＭなどのメモリデバイスであってよい１つ以上の情報素子（図示されていない）を備
えることができる。一実施形態においては、情報素子が、ケーブル管理情報、患者背景情
報、および／または生理学的情報を保存する。典型的な情報素子が、図６～１４に関して
後述される。
【００３５】
　図２Ａおよび２Ｂが、複数のセンサアセンブリ２５０とやり取りする生理学的監視シス
テム２００Ａ、２００Ｂの実施形態を示している。生理学的監視システム２００Ａ、２０
０Ｂの各々が、生理学的監視装置２１０、分岐ケーブル２２０、２本のケーブル２３０、
および２つのセンサアセンブリ２５０を含んでいる。生理学的監視システム２００Ａ、２
００Ｂは、上述した生理学的監視システム１００の特徴のすべてを備えることができる。
【００３６】
　図２Ａの生理学的監視システム２００Ａにおいては、患者切り離し回路２４０ａが、一
方のケーブル２３０ｂに設けられている。図２Ｂの生理学的監視システム２００Ｂにおい
ては、患者切り離し回路２４０ｂが、分岐ケーブル２２０ｂに設けられている。これらの
患者切り離し回路２４０ａ、２４０ｂは、患者および／または生理学的監視システム２０
０における接地ループの形成を、軽減または防止することができる。図示されていないが
、切り離し回路を、一方または両方のセンサアセンブリ２５０に設けてもよい。
【００３７】
　生理学的監視装置２１０が、センサアセンブリ２５０ａ、２５０ｂに備えられたセンサ
から受信される生理学的情報を処理および出力する。特定の実施形態の生理学的監視装置
２１０は、電力切り離し回路２１５、処理基板２１７、およびコネクタ２１９を備えてい
る。電力切り離し回路２１５は、電源（電気のコンセントなど）から受け取られる電力（
例えば、ＡＣ電力）と生理学的監視装置２１０の回路とを切り離す変圧器などであってよ
い。電力切り離し回路２１５は、電流スパイクによる生理学的監視装置２１０の他の構成
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部品の損傷または患者の負傷を防止または実質的に防止する。生理学的監視装置２１０が
他の供給源（電池など）から電力を受け取る実施形態においては、電力切り離し回路２１
５を備えなくてもよい。
【００３８】
　特定の実施形態のプロセッサ２１７は、マイクロプロセッサ、デジタル・シグナル・プ
ロセッサ、これらの組み合わせ、などである。プロセッサ２１７は、電力切り離し回路２
１５から電力を受け取る。いくつかの実施例においては、プロセッサ２１７が、センサ２
５０から受信される生理学的信号を処理し、処理済みの信号を表示装置、ストレージ装置
、などへと出力する。さらに、プロセッサ２１７は、ケーブルまたはセンサに備えられる
情報素子（例えば、メモリデバイス）と通信することができる。情報素子は、図６～１４
に関してさらに詳しく後述される。
【００３９】
　コネクタ２１９は、ケーブルアセンブリを生理学的監視装置２１０へと接続するための
物理的なインターフェイスを備えている。図２Ａおよび２Ｂに示した実施形態においては
、ただ１つのコネクタ２１９が設けられている。いくつかの実施例においては、追加のコ
ネクタ２１９を備えてもよい。追加のコネクタ２１９を有する生理学的監視装置の一実施
形態が、図３に関して後述される。
【００４０】
　いくつかの実施形態においては、１つのコネクタ２１９を有する生理学的監視装置２１
０が複数のセンサ２５０とやり取りできるように、分岐ケーブル２２０が設けられる。分
岐ケーブル２２０は、分岐ケーブル２２０の監視装置コネクタ２２１によってコネクタ２
１９と取り合う。分岐ケーブル２２０が２つのセンサ２５０とやり取りをする図示の実施
形態においては、２つの部位へと分岐している分岐ケーブル２２０のケーブル部分２２２
が、おおむね「Ｙ」字形などを形成している。すなわち、分岐ケーブル２２０が、Ｙ字ケ
ーブルなどであってよい。分岐ケーブル２２０が、「Ｙ」字形を形成して図示されている
が、分岐ケーブル２２０について、他の構成および形状も使用可能である。例えば、分岐
ケーブル２２０が、３つ以上のセンサ２５０とのやり取りのために３つ以上のケーブル部
分２２２へと分岐してもよい。
【００４１】
　ケーブル部分２２２が、監視装置コネクタ２２１および２つのケーブルコネクタ２２３
へと接続されて図示されている。いくつかの実施形態においては、ケーブル部分２２２が
３つ以上の部分へと分岐しており、３つ以上のケーブルコネクタ２２３へとつながってい
る。さらに、いくつかの実施形態においては、分岐ケーブル２２０が、２つ以上のセンサ
２５０に直接つながる。
【００４２】
　分岐ケーブル２２０のいくつかの実施形態は、１つ以上の配線、導体、またはワイヤを
、ケーブルコネクタ２２３ごとに備えている。１本の配線を、例えば１つ以上の心電計（
ＥＣＧ）センサとのやり取りのために設けることができる。例えば、光学センサまたは音
響センサとのやり取りのために、ケーブルコネクタ２２３ごとに２本または３本の配線を
備えてもよい。例えば、電源線、信号線、および接地線を含む３本の配線を備えることが
できる（図４および５を参照）。電源線が、センサ２５０に電力を供給し、信号線が、セ
ンサ２５０から信号を受信し、接地線が、電源線および／または信号線のための電気の戻
り経路として機能する。いくつかの実施形態においては、センサ２５０の間のクロストー
ク干渉を軽減するために、１つのセンサ２５０ａから到来する配線のうちの１つ以上が、
別のセンサ２５０ｂから到来する配線のうちの１つ以上から所定の距離に配置される。さ
らに、１つ以上の電磁シールド層および／または絶縁層を、クロストークの低減を助ける
ために設けることができる。異なるセンサからの配線を、監視装置２１０へと電気的につ
ながる共有の配線へとまとめることができ、別々のセンサが共有の配線によって通信を行
うことができるようにするために、何らかの形態の多重化を使用することができる。
【００４３】
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　ケーブル２３０ａ、２３０ｂは、図示の実施形態においては、ケーブルコネクタ２３１
を介して分岐ケーブル２２０と取り合う。特定の実施形態においては、各々のケーブル２
３０が、ケーブル部分２３２およびセンサ２５０へとつながるセンサコネクタ２３３をさ
らに備えている。ケーブル部分２３２は、いくつかの実施形態においては、センサ２５０
との通信のための１つ以上の配線またはワイヤを備えている。例えば、上述の典型的な分
岐ケーブル２２０の電源線、センサ線、および接地線に対応する電源線、センサ線、およ
び接地線を備えることができる。
【００４４】
　一実施形態においては、ケーブル２３０のうちの１つが、切り離し回路２４０ａを備え
ている。例えば、図２Ａにおいては、切り離し回路２４０ａが、ケーブル２３０ｂのケー
ブル部分２３２に示されている。切り離し回路２４０ａを、ケーブルコネクタ２３１また
はセンサコネクタ２３３あるいはコネクタ２３１、２３３のうちの１つ以上および／また
はケーブル部分２３２の組み合わせに配置してもよい。別の典型的な実施形態において、
図２Ｂが、切り離し回路２４０ｂを分岐ケーブル２２０ｂの一方のケーブル部分２２２に
備えることができる旨を示している。切り離し回路２４０ｂを、監視装置コネクタ２２１
またはセンサコネクタ２２３あるいはケーブル部分２２２および／またはコネクタ２２１
、２２３のうちの１つ以上の組み合わせに配置してもよい。
【００４５】
　他の実施形態においては、複数の切り離し回路２４０を、ケーブル２３０のうちの１つ
以上および／または分岐ケーブル２２０に設けてもよい。とくには、一実施形態において
、Ｎ本のケーブル２３０（あるいは、Ｎ個のコネクタ２２３を有する１本の分岐ケーブル
２２０）が設けられる場合に、Ｎ－１個の切り離し回路２４０が、Ｎ－１本のケーブル２
３０または分岐ケーブル２２０の種々の部分に設けられる。
【００４６】
　特定の実施形態の切り離し回路２４０は、センサ２５０を生理学的監視装置２１０から
電気的に切り離す。さらに、特定の実施形態において、切り離し回路２４０は、或るセン
サ（例えば、センサ２５０ｂ）を他のセンサ（例えば、センサ２５０ａ）から電気的に切
り離すことができる。切り離し回路２４０は、変圧器、オプトカプラ、ＤＣ－ＤＣコンバ
ータ、スイッチングコンバータ、などであってよく、あるいは上記の組み合わせであって
よい。さらに、切り離し回路２４０は、１つ以上の光ファイバを備えることができる。例
えば、光ファイバを信号線の代わりに使用することができる。切り離し回路２４０のさら
に詳細な実施形態が、図４および５に関して後述される。
【００４７】
　センサ２５０が、ケーブル２３０のセンサコネクタ２３３に接続される。一実施形態に
おいては、センサ２５０のうちの１つが、複数波長の酸素濃度センサなどの光学センサで
ある。一実施形態においては、他のセンサ２５０が音響センサである。さらに、センサ２
５０は、２００７年３月８日付の「Ｍｕｌｔｉ－ｐａｒａｍｅｔｅｒ　Ｐｈｙｓｉｏｌｏ
ｇｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ」という名称の米国特許仮出願第６０／８９３，８５３号（
その開示の全体が、ここでの言及によって本明細書に援用される）に記載のセンサなど、
ＥＣＧ信号も監視する音響センサであってよい。多数の他の種類のセンサ２５０も、１つ
以上の生理学的パラメータを監視するために使用することができる。
【００４８】
　図３は、複数のケーブル２３０を有する生理学的監視システム３００の他の実施形態を
示している。生理学的監視システム３００は、上述した生理学的監視システム１００、２
００の特徴のうちの特定の特徴を有することができる。例えば、上述した生理学的監視シ
ステム２００と同様に、生理学的監視システム３００は、生理学的監視装置３１０、２本
のケーブル２３０、および２つのセンサ２５０を含んでいる。生理学的監視システム３０
０においては、切り離し回路２４０が、一方のケーブル２３０ｂに設けられている。
【００４９】
　生理学的監視装置２１０と同様に、生理学的監視装置３１０は、電力切り離し回路２１
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５およびプロセッサ２１７を備えている。しかしながら、生理学的監視装置２１０と異な
り、生理学的監視装置３１０は、分岐ケーブルを使用することなく２本のケーブルと直接
的に取り合うために２つのコネクタ３１９を備えている。生理学的監視装置３１０におい
てセンサ２５０を１つだけしか使用しないユーザとってコストを節約するために、切り離
し回路２４０は、生理学的監視装置３１０には設けられない。代わりに、切り離し回路２
４０を、生理学的監視装置３１０と一緒に使用することができる個別のケーブル２３０ｂ
に設けることができる。
【００５０】
　例えば、或る時点において、ユーザは、１つのケーブル２３０ａおよびセンサ２５０ａ
を生理学的監視装置３１０において使用することができる。１つのセンサ２５０ａしか使
用されていないため、患者において接地または他の電流ループが形成される可能性は低い
。後にユーザがさらなるセンサ２５０の使用を希望する場合に、ユーザは、切り離し回路
２４０を有するケーブル２３０ｂを入手することができる。ケーブル２３０ｂを使用する
ことで、ユーザは、有益なことに、生理学的監視装置３１０の内部部品の改修を行うこと
なく、生理学的監視装置３１０を使用し続けることができる。
【００５１】
　図４は、複数のケーブル４３０を有する生理学的監視システム４００の別の実施形態を
示している。生理学的監視システム４００は、上述した生理学的監視システム１００、２
００、３００の特徴のうちの特定の特徴を有することができる。例えば、上述した生理学
的監視システムと同様に、生理学的監視システム４００は、生理学的監視装置４１０、２
本のケーブル４３０、および２つのセンサ４５０を含んでいる。図４に関して説明される
特徴は、複数のケーブルの代わりに分岐ケーブルを有する監視システムにも適用可能であ
る。
【００５２】
　図示の実施形態においては、ケーブル４３０が、生理学的監視装置４１０およびセンサ
４５０へと接続されて示されている。生理学的監視装置４１０のコネクタ４１９が、ケー
ブル４３０のコネクタ４３１につながり、ケーブルのコネクタ４３３が、センサ４５０の
コネクタ４５１につながる。ケーブル部分４３２が、各々のケーブルのコネクタ４３１、
４３３の間を延びている。
【００５３】
　ケーブル４３０ａが、コネクタ４３１からコネクタ４３３まで延びる電源線４６２ａ、
接地線４６４ａ、および信号線４６６ａを備えている。これらの線が、生理学的監視装置
４１０のコネクタ４１９ａおよびセンサ４５０ａのコネクタ４５１ａの対応する電源、接
地、および信号の各線との電気的な接続を形成する。同様に、ケーブル４３０ｂが、電源
線４６２ｂ、接地線４６４ｂ、および信号線４６６ｂを備えている。これらの線が、生理
学的監視装置４１０のコネクタ４１９ｂの対応する電源、接地、および信号の各線との電
気的な接続を形成する。さらに、これらの線は、コネクタ４３１から切り離し回路４４０
まで延びている。電源線４７２、接地線４７４、および信号線４７６が、切り離し回路４
４０からコネクタ４３１まで延び、センサ４５０ｂのコネクタ４５１ｂの対応する電源、
信号、および接地の各線との電気的な接続を形成している。さらに、ケーブル部分４３２
は、１つ以上の電気絶縁およびシールドの層、材料、またはフィラーを含むことができる
。図示はされていないが、ケーブル４３０ａ、４３０ｂのうちの１つ以上が、情報素子と
の通信のための１つ以上の通信線をさらに備えてもよい。
【００５４】
　図示の実施形態においては、接地線４６４ａが、生理学的監視装置４１０において配線
４６４ｃを介して接地線４６４ｂへと接続されている。両方のセンサ４５０が患者へと配
置されたとき、接地線４６４ａおよび４７４ｂも、破線４８４によって図示されているよ
うに、患者を介して電気的に連絡する可能性がある。ケーブル４３０のいずれかに切り離
し回路４４０が存在しない場合、例えば線４６４ａ、４６４ｂ、４６４ｃ、および４７４
における電位の差に起因して、線４６４ａ、４６４ｂ、４６４ｃ、４７４、および４８４
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を巡って接地ループ（太線で図示されている）が形成される可能性がある。太線では示し
ていないが、場合によっては、電源線４６２ａ、４６２ｂ、４７２または信号線４６６ａ
、４６６ｂ、４７６においても電流ループが形成される可能性がある。
【００５５】
　好都合なことに、特定の実施形態において、切り離し回路４４０が、電源線４６２ｂ、
４７２、信号線４６４ｂ、４７４、あるいは接地線４６４ｂ、４７４の１つ以上を切り離
すことによって、接地または他のループの形成の恐れを少なくする。どのように切り離し
回路４４０によって１つ以上の配線を切り離すことができるのかを説明するさらに詳細な
実施形態が、図５Ａ～５Ｃおよび図８Ｃに関して後述される。
【００５６】
　切り離し回路が１つだけ示されているが、他の実施形態においては、１つのケーブル４
３０に複数の切り離し回路を設けることができる。例えば、第１の切り離し回路を、電源
線４６２ｂおよび接地線４６６ｂへと接続することができ、第２の切り離し回路を、信号
線４６４ｂおよび接地線４６６ｂへと接続することができる。さらには、特定の実施形態
においては、各々のケーブル４３０ａ、４３０ｂに切り離し回路が存在してもよい。
【００５７】
　図５Ａが、本明細書に記載の任意の実施形態において使用するために適した切り離し回
路５４０ａのより詳細な実施形態を示している。切り離し回路５４０ａは、上述した切り
離し回路２４０、３４０、および４４０のすべての特徴を備えることができる。例えば、
切り離し回路５４０ａを、分岐ケーブルまたは医療ケーブルなどの医療ケーブルアセンブ
リに備えることができ、あるいはセンサアセンブリに備えることができる。切り離し回路
５４０ａは、電気信号を切り離し、接地または他の導電ループの形成を防止または軽減す
ることができ、複数センサの生理学的監視システムにおいて電流サージに対する保護を達
成することができる。
【００５８】
　切り離し回路５４０ａが、破線の内側に示されている。種々の実施形態の切り離し回路
５４０ａが、信号線５６２ａ、電源線５６６ａ、および接地線５６４ａを受け入れる。こ
れらの線を、生理学的監視装置（図示されていない）へと接続することができる。さらに
は、切り離し回路５４０ａは、センサ（図示されていない）へと接続することができる信
号線５７２ａ、電源線５７６ａ、および接地線５７４ａを受け入れる。
【００５９】
　一実施形態においては、電源線５６６ａが、生理学的監視装置から切り離し回路５４０
ａへと電力を供給し、切り離し回路５４０ａが、電源線５７６ａを介してセンサへと電力
をもたらす。信号線５７２ａが、センサからの生理学的信号を切り離し回路５４０ａへと
もたらし、切り離し回路５４０ａが、生理学的信号を信号線５６２ａを介して監視装置へ
ともたらす。接地線５６４ａおよび５７４ａは、それぞれの信号線５６２ａ、５７２ａお
よび電源線５６６ａ、５７６ａのための戻りの経路として機能する。
【００６０】
　切り離し回路５４０ａは、いくつかの実施例においては、オプトカプラ５４２ａおよび
変圧器５４４ａを備えている。オプトカプラ５４２ａは、センサ線５７２ａから生理学的
信号を受信し、それらの信号を例えばフォトダイオード５４６ａおよびフォトトランジス
タ５４８ａを使用して光学的にセンサ線５６２ａへと供給する。信号が光学的に伝達され
るため、特定の実施形態においては、信号線５６２ａ、５７２ａの間に電気的な接触が存
在しない。同様に、変圧器５４４ａは、電源線５６６ａからの電力を電源線５７６ａへと
、線５６６ａ、５７６ａの間に電気的な接触を存在させずに供給する。相互のインダクタ
ンスによって、電磁エネルギーが、変圧器５４４ａの一方の巻線５５０ａから他方の巻線
５５２ａへと移される。信号が相互のインダクタンスを使用して伝達されるため、電源線
５６６ａ、５７６ａの間に電気的な接触が存在しない。
【００６１】
　特定の実施形態においては、電源線５６６ａ、５７６ａおよび信号線５６２ａ、５７２
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ａが電気的に切り離されているため、接地線５６４ａ、５７４ａも、電気的に切り離すこ
とができる。図示のとおり、オプトカプラ５４２ａの監視装置側の接地線５４３ａが、接
地線５６４ａへとつながり、オプトカプラ５４２ａのセンサ側の接地線５５３ａが、接地
線５７４ａへとつながっている。結果として、患者において接地ループが形成される恐れ
を、軽減または排除することができる。
【００６２】
　切り離し回路５４０ａについて、多数の他の構成を使用することが可能である。例えば
、第２のオプトカプラ５４２ａを、変圧器５４４ａの代わりに使用することができ、ある
いは第２の変圧器５４４ａを、オプトカプラ５４２ａの代わりに使用することができる。
加えて、或る種のＤＣ－ＤＣコンバータまたはスイッチングコンバータを、オプトカプラ
５４２ａまたは変圧器５４４ａの代わりに使用してもよい。あるいは、１つ以上の光ファ
イバを使用してもよい。
【００６３】
　さらには、１つ以上の光ファイバを、オプトカプラ５４２ａまたは変圧器５４４ａの代
わりに使用することができる。光ファイバは、電気信号ではなくて光信号を伝達するため
、特定の実施形態において光ファイバを使用することは、有益なことに、患者における接
地ループの形成の可能性を少なくする。一典型的な実施形態においては、図５Ａのオプト
カプラ５４２ａが光ファイバで置き換えられるが、変圧器５４４ａが、依然として切り離
し回路５４０ａに備えられる。光ファイバによれば、信号線を通って信号を伝達しつつ、
信号線に電流を通さないようにすることができる。さらには、光ファイバが複数のセンサ
の信号線に使用される場合に、光ファイバは、信号線間のクロストーク干渉を少なくする
こともできる。
【００６４】
　図５Ｂは、切り離し回路５４０ｂを含む回路５００Ｂの実施形態を示している。切り離
し回路５４０ｂは、上述した切り離し回路２４０、３４０、および４４０のすべての特徴
を備えることができる。例えば、切り離し回路５４０ｂを、分岐ケーブルまたは医療ケー
ブルなどの医療ケーブルアセンブリに備えることができ、あるいはセンサアセンブリに備
えることができる。
【００６５】
　切り離し回路５４０ｂが、監視装置へと接続された信号線５６２ｂをセンサへと接続さ
れた信号線５７２ｂから切り離すものとして示されている。図示の実施形態においては、
切り離し回路５４０ｂが、アナログオプトカプラである。切り離し回路５４０ｂは、フィ
ードバック制御のために、送信側フォトダイオード５４１および２つの受信側フォトダイ
オード５４５ａ、５４５ｂを備えている。
【００６６】
　送信側フォトダイオード５４１が、信号線５７２ｂからフィードバック回路５５７（後
述）を介して生理学的信号を受信する。送信側フォトダイオード５４１は、生理学的信号
を両方の受信側フォトダイオード５４５ａ、５４５ｂへと送信する。受信側フォトダイオ
ード５４５ｂは、自身が送信側フォトダイオード５４１から受信する信号を、信号線５６
２ｂによって監視装置へと送信する。受信側フォトダイオード５４５ａは、自身が受信し
た信号をフィードバック回路５５７へと送信する。
【００６７】
　多くのダイオードは、ダイオードの非線形性およびドリフト性ゆえに、本質的に不安定
である。そのような不安定の結果として、送信側フォトダイオード５４１によって生成さ
れる信号が、信号線５７２ｂによってセンサからもたらされる信号に対応しない可能性が
ある。そこで、受信側フォトダイオード５４５ａを、受信した信号をフィードバック回路
５５７へともたらすためのフィードバックダイオードとして使用することができる。
【００６８】
　フィードバック回路５５７は、送信側フォトダイオード５４１および受信側ダイオード
５４５ａの信号の間の差に少なくとも部分的にもとづいて送信側フォトダイオード５４１
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へと供給される当該フィードバック回路の出力を調節する増幅器などを備えることができ
る。このようにして、フィードバック回路５５７は、フィードバックダイオードまたは受
信側ダイオード５４５ａからのフィードバックによって送信される信号の誤差を補正する
ことができる。
【００６９】
　図５Ｃは、切り離し回路５４０ｃを含んでいる回路５００Ｃの別の実施形態を示してい
る。切り離し回路５４０ｃは、上述した切り離し回路２４０、３４０、および４４０のす
べての特徴を備えることができる。例えば、切り離し回路５４０ｃを、分岐ケーブルまた
は医療ケーブルなどの医療ケーブルアセンブリに備えることができ、あるいはセンサアセ
ンブリに備えることができる。
【００７０】
　切り離し回路５４０ｃが、監視装置へと接続された電源線５６６ｃをセンサへと接続さ
れた電源線５７６ｃから切り離すものとして示されている。切り離し回路５４０ｃを、い
くつかの実施形態においては、図５Ｂの切り離し回路５４０ｂと一緒に使用することがで
きる。例えば、切り離し回路５４０ｂ、５４０ｃを、同じ回路基板上に設けることができ
る。切り離し回路５４０ｂと同様に、切り離し回路５４０ｃは、切り離し回路５４０ｃの
出力を動的に補正または制御するために、フィードバックを使用する。
【００７１】
　図示の実施形態の切り離し回路５４０ｃは、２つの一次巻線５５０ｃ、５５１ｃと１つ
の二次巻線５５２ｃとを有するフライバック変圧器である。一次巻線５５０ｃが、電源線
５６６ｃから電力（ＶＩＮ）を受け取る。スイッチング電源５６０も、電源線５６６ｃか
ら電力（ＶＩＮ）を受け取る。一実施形態においては、スイッチング電源５６０が、ＤＣ
－ＤＣコンバータなどである。電源５６０のスイッチピン５６２を、電力（ＶＩＮ）が一
次巻線５５０ｃを循環できるようにするために有効にし、あるいは他の方法で作動させる
ことができる。スイッチピン５６２は、電力を所定のデューティサイクルに従ってオンオ
フすることができる。後述のように、安定または比較的安定なデューティサイクルを維持
するために、フィードバックを使用することができる。
【００７２】
　一次巻線５５０ｃが通電されているとき、一次巻線５５０ｃは、自分自身および変圧器
の鉄心５６３にエネルギーを蓄えることができる。誘導結合により、このエネルギーを、
二次巻線５５２ｃおよび一次巻線５５１ｃへと放出することができる。巻線５５２ｃ、５
５１ｃの極性（巻線上の点で示されている）は、エネルギーの伝達を促進するために同じ
であってよい。同様に、巻線５５２ｃ、５５１ｃの極性が、巻線５５０ｃの極性と異なっ
てもよい。
【００７３】
　上述したフィードバック用の受信側フォトダイオード５４５ａと同様に、一次巻線５５
１ｃが、特定の実施形態においてフライバック巻線として機能し、受け取った電力をフィ
ードバック信号として送信する。整流器５６５が、一次巻線５５１ｃから受け取られる電
力を整流し、電源５６０のフィードバックピン５６６へとフィードバック電力ＶＦＢをも
たらす。その結果、電源５６０が、受信されるフィードバック電力ＶＦＢと送信電力ＶＩ
Ｎとの間の差を使用して、送信される電力の誤差を補償するためにＶＩＮを調節すること
ができる。例えば、電源５６０は、誤差に少なくとも部分的にもとづいて、上述のデュー
ティサイクルを調節することができる（例えば、ＶＦＢが低い場合にデューティサイクル
を大きくし、あるいはその反対を行う）。このフライバック動作は、切り離し回路５４０
ｃの負荷条件の変化にかかわらず、安定または実質的に安定な電力のデューティサイクル
を好都合に維持することができる。
【００７４】
　二次巻線５５０ｃが、リニア電源５７０へと出力をもたらすことができ、リニア電源５
７０が、いくつかの機能の中でもとりわけ、受け取った電力を整流することができる。リ
ニア電源５７０は、センサへの伝達のための電源線５７６ｃへと電力を供給することがで
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きる。
【００７５】
　図６Ａおよび６Ｂが、典型的な分岐ケーブル６２０を示している。図６Ａが、分岐ケー
ブル６２０の側面図を示している一方で、図６Ｂが、分岐ケーブル６２０の底面図を示し
ている。分岐ケーブル６２０は、ハウジング６０７を備えており、ハウジング６０７が、
想像線で示されている切り離し回路を有する回路基板６４０を備えている。さらにハウジ
ング６０７は、やはり想像線で示されている配線６４２を、回路基板６４０ならびに分岐
ケーブル６２０の第１のケーブル部分６３０ａ、６３０ｂおよび第２のケーブル部分６２
２に連絡させて備えている。また、ハウジング６０７は、第２のケーブル部分６２２に接
続されて図示されており、第２のケーブル部分６２２が、コネクタ６２１につながってい
る。一実施形態においては、コネクタ６２１が、分岐ケーブル６２０を生理学的監視装置
へと接続するために使用される。
【００７６】
　さらに、分岐ケーブル６２０のハウジング６０７は、コネクタ６３１を介して一方の第
１のケーブル部分６３０ａへとつながる。もう一方の第１のケーブル部分６３０ｂは、図
示の実施形態においては、分岐ケーブル６２０のハウジング６０７へと一体に結合させら
れている。一実施例においては、分岐ケーブル６２０およびケーブル６３０ｂが、ただ１
つのセンサから生理学的情報を入手するために使用され、ケーブル６３０ａを、追加のセ
ンサからの生理学的情報を得るために、分岐ケーブル６２０へと追加することができる。
別の実施形態においては、第１のケーブル部分６３０ｂがハウジング６０７へと一体には
取り付けられておらず、代わりに第２のコネクタを使用してハウジングへと取り付けられ
ることに、注意すべきである。あるいは、両方の第１のケーブル部分６３０が、ハウジン
グ６０７と一体であってよい。
【００７７】
　回路基板６４０が、両方の第１のケーブル部分６３０ａ、６３０ｂおよび第２のケーブ
ル部分６２２と取り合う。回路基板６４０は、例えば、全体として切り離し回路として実
現される１つ以上の集積回路またはディスクリートな回路部品を備えることができる。さ
らに、回路基板６４０は、種々の形態のデータを保存するための１つ以上の情報素子を備
えることができる。
【００７８】
　図７に目を向け、ケーブルアセンブリ７３０のさらなる実施形態を説明する。図１に関
して上述したように、いくつかの実施形態において、２つの別々のケーブルを有するケー
ブルアセンブリを用意することができる。それらの別々のケーブルは、センサケーブル７
１２および機器ケーブル７１４を含むことができる。一実施形態においては、センサケー
ブル７１２が、医療患者へのセンサの快適な取り付けを促進するように構成された短くて
軽量なケーブルである。特定の実施形態においては、機器ケーブル７１４が、センサケー
ブル７１２と監視装置との間の長持ちするインターフェイスとして機能するより重たくて
頑丈なケーブルである。センサケーブル７１２および機器ケーブル７１４は定期的に交換
することができる。特定の実施形態においては、定期的な交換が、幅広くさまざまな理由
で好都合である。例えば、ケーブルが汚れたり、あるいは傷んだりして、ケーブルの不具
合、不正確な結果、または患者の交差汚染を引き起こす可能性がある。
【００７９】
　さらには、１つ以上の切り離し回路または情報素子（図７および８を参照）を、特定の
実施形態において、ケーブルアセンブリ７３０へと組み込むことができる。情報素子は、
ケーブルアセンブリおよびケーブルアセンブリへと接続された装置の使用に関するケーブ
ル管理情報を保存することができる。さらに、情報素子は、患者の特定および病院の部門
間の患者の移動（フロー）に関する患者背景情報を保存することで、病院全体における患
者の推移を追跡できるようにすることができる。患者背景情報の例は、２００６年１２月
４日付の「Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ａｌａｒｍ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ」という名称の米国特許出願第１１／６３３，６５６号にさらに詳しく説明され
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ており、この米国特許出願の全体が、ここでの言及によって本明細書に援用される。さら
には、情報素子が、いくつかの実施例においては、生理学的情報を保存することができる
。
【００８０】
　再び図７を参照すると、センサケーブル７１２が、センサアセンブリ７５０へと接続さ
れて示されている。センサケーブル７１２は、細長い形状を有している可撓なケーブル部
分７３２と、センサアセンブリ７５０と取り合うためのコネクタ７５１と、機器ケーブル
７１４と取り合うためのコネクタ７３７とを備えることができる。一実施形態において、
ケーブル部分７３２の可撓な性質は、患者が可撓なセンサケーブル７１２が取り付けられ
た状態でより容易に動くことができるため、患者をより快適にできるように設けられてい
る。
【００８１】
　図示の典型的な機器ケーブル７１４は、細長い形状を有している堅固または比較的剛で
ある耐久性のあるケーブル部分７３４と、センサケーブル７１２と取り合うためのコネク
タ７３５と、生理学的監視装置と取り合うためのコネクタ７３１とを備えている。種々の
実施形態の機器ケーブル７１４は、患者へと直接接続されるわけではないため、機器ケー
ブルのケーブル部分７３４は、センサケーブルのケーブル部分７３２よりも低い可撓性（
および、より高い耐久性）であってよく、機器ケーブル７１４の寿命を延ばすことができ
る。
【００８２】
　切り離し回路および／または情報素子を、センサケーブル７１２、機器ケーブル７１４
、または両方に備えることができる。切り離し回路および／または情報素子を、コネクタ
７３７、７５１、７３５、または７３１のいずれかに配置することができ、あるいはいず
れかのケーブル部分７３２、７３４に配置することができる。他の実施形態においては、
１つ以上の情報素子を、上述の分岐ケーブルのいずれかに備えることができる。別の実施
形態においては、センサケーブル７１２が、分岐ケーブルであってよい。
【００８３】
　図８Ａおよび８Ｂが、生理学的監視システム８００の典型的なレイアウトを示している
。図８Ａおよび８Ｂが、種々の情報素子８６０、８６２、および８６４を示している。情
報素子８６０、８６２、および８６４を、ケーブル管理情報、患者背景情報、および／ま
たは生理学的情報を保存するために使用することができる。図示はされていないが、情報
素子８６０、８６２、および８６４を、上述した分岐ケーブルの実施形態において使用す
ることも可能である。さらに、切り離し回路を、図８Ａおよび８Ｂのケーブルに備えるこ
とができる。
【００８４】
　図８Ａを参照すると、生理学的監視システム８００Ａが、機器ケーブル８１４およびセ
ンサケーブル８１２を介してセンサ８５０と通信する生理学的監視装置８１０を備えてい
る。情報素子８６０が、センサケーブル８１２に備えられている。
【００８５】
　生理学的監視装置８１０は、機器ケーブル８１４のコネクタ８３１と対をなすコネクタ
８１９を使用して、機器ケーブル８１４と取り合う。次いで、機器ケーブル８１４は、機
器ケーブル８１４のコネクタ８３５およびセンサケーブル８１２の対応するコネクタ８３
７を介してセンサケーブル８１２と取り合う。次に、センサケーブル８１２は、コネクタ
８３３およびセンサ８５０の対応するコネクタ８５１を介してセンサ８５０につながる。
別の実施形態においては、センサケーブル８１２が、分岐ケーブルであってよい。
【００８６】
　図示の実施形態においては、情報素子８６０が、コネクタ８３７に位置している。情報
素子８６０について、他の配置も可能である。例えば、情報素子８６０を、センサケーブ
ルのケーブル部分８３２またはコネクタ８３３など、センサ８５０またはセンサケーブル
８１２のどこかに配置することができる。さらに、情報素子８６０を、機器ケーブル８１
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４に配置することも可能であり、あるいは各々のケーブル８１２、８１４に１つずつ、ま
たはそれ以上など、２つ以上の情報素子８６０を使用してもよい（例えば、図８を参照）
。
【００８７】
　情報素子８６０は、幅広くさまざまな情報素子のうちの任意の１つ以上を含むことがで
きる。一実施形態においては、情報素子８６０が、例えば消去可能なプログラマブル読み
出し専用メモリ（「ＥＰＲＯＭ」）など、不揮発性の情報素子である。本明細書において
使用されるとき、「ＥＰＲＯＭ」は、「ＥＥＰＲＯＭ」または「ＥＰＲＯＭ」と一般的に
称されるデバイスや、電力が加えられなくても自身の内容を保持することができる任意の
種類の電子デバイスおよび／または再プログラミングが可能な種類のデバイスなど、当業
者にとって公知のこの用語の幅広い通常の意味を含む。一実施形態においては、情報素子
が、例えば抵抗値、インピーダンス値、インダクタンス値、および／または容量値、ある
いはこれらの組み合わせなど、センサに関連付けられたインピーダンス値である。さらに
、ケーブルの情報素子を、Ｄａｌｌａｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒなどから市販され
ているものなど、多接点単線情報素子または他のデバイスなど、トランジスタネットワー
ク、メモリチップ、フラッシュデバイス、または他の識別デバイスなど、能動回路によっ
てもたらすことができる。さらに、情報素子は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読
み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、またはこれらの組み合わせであってよい。
【００８８】
　一実施形態においては、生理学的監視装置８１０が、シリアル伝送線８４０を介して情
報素子８６０と通信する。一実施形態においては、シリアル伝送線８４０がマルチドロッ
プバスであるが、他の実施形態においては、シリアル伝送線８４０が、単線バス、ＳＣＳ
Ｉバス、または他の形態のバスである。生理学的監視装置８１０は、ひとたび自身がセン
サケーブル８１２に接続されたと判断すると、情報素子８６０と信号の送受信を行い、ケ
ーブル管理情報および／または患者背景情報にアクセスする。あるいは、生理学的監視装
置８１０は、ユーザ（例えば、臨床家）から要求されるまでは、情報素子８６０へのアク
セスを行わない。さらに、生理学的監視装置８１０は、情報素子８６０に自動的にアクセ
スしても、あるいはユーザの要求に応答して情報素子８６０にアクセスしてもよい。
【００８９】
　情報素子８６０に保存することができるケーブル管理情報として、ケーブルの使用、セ
ンサの使用、および／または監視装置の使用についての情報を挙げることができる。ケー
ブルの使用データとして、例えば、ケーブルのこれまでの使用時間についての情報（生理
学的監視装置８１０が、センサケーブル８１２の寿命の終わりが近いかどうかを判断する
ことができる）を挙げることができる。センサの使用データとしては、例えば、どのセン
サがどれくらい長くセンサケーブル８１２に取り付けられているのかについての情報、な
どを挙げることができる。同様に、監視装置の使用データとして、例えば、どの監視装置
がどれくらい長くセンサケーブル８１２に取り付けられているのかについての情報、など
を挙げることができる。ケーブル管理情報のさらに詳しい例は、図９に関して後述される
。
【００９０】
　情報素子８６０に保存することができる患者背景情報として、患者識別データおよび患
者フローデータを挙げることができる。一典型的な実施形態においては、患者識別データ
が、少なくとも患者の名前および１つ以上の識別番号を含んでいる。患者フローデータは
、例えば、患者が滞在した部門、各部門での滞在時間、および患者へと接続された装置に
関する詳細を含むことができる。患者背景情報のさらに詳しい例も、やはり図９に関して
後述される。
【００９１】
　好都合なことに、特定の実施形態においては、生理学的監視装置８１０が、種々の実施
形態のケーブル管理情報を、ケーブルの不具合を防止するためにいつケーブルを交換する
かを判断するために使用する。また、生理学的監視装置８１０は、センサ８５０および生
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理学的監視装置８１０の使用を追跡記録するために情報素子８６０を使用することができ
る。生理学的監視装置８１０のいくつかの実施例が、図９に関してさらに詳しく後述され
るように、生理学的監視装置８１０によってケーブル管理情報の一部またはすべてを中央
の看護師室または臨床家のエンドユーザデバイスへと送信することを可能にする。いくつ
かの実施例においては、生理学的監視装置８１０または中央の看護師室が、ケーブルの不
具合が近いことをユーザに知らせる警報を、エンドユーザデバイスへと送信する。例えば
、臨床家が、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ポケットベル、などにて警報の通知を受け取るこ
とができ、これによって臨床家が、不具合の発生前にケーブルを交換することができる。
また、臨床家がケーブルを患者について識別するうえで助けとなるように、識別情報を含
む患者背景情報も警報とともに提供することができる。
【００９２】
　さらに、生理学的監視装置８１０は、ケーブル管理情報および／または患者背景情報の
一部またはすべてを、中央のサーバ（例えば、図１０を参照）へと送信することができる
。中央のサーバ上の在庫管理ソフトウェアが、この情報を使用し、ケーブルの在庫が少な
くなった時点または他の時点で、新しいケーブルを前もって注文することができる。
【００９３】
　さまざまなセンサ８５０および生理学的監視装置８１０を、同じセンサケーブル８１２
へと取り付けることができる。したがって、ケーブル管理情報は、どのセンサ８５０およ
び生理学的監視装置８１０がケーブル８１２へと取り付けられたか、どれくらい長く取り
付けられたか、などについてのリストを含むこともできる。また、生理学的監視装置８１
０が、この情報を追跡記録し、あるいは日誌化するために、この情報を中央のサーバへと
提供してもよい。このように、いくつかの実施形態においては、ケーブル管理情報が、患
者の監視の数的指標を導出するために使用され、これらの数的指標を病院の作業の監視ま
たは改善のために分析することができる。例えば、病院は、ケーブルの交換時期を判断し
、あるいはケーブルの不適切な使用がないかどうかを判断し、あるいは不適切な使用によ
ってケーブルを傷めていないかどうかを判断するために、これらの数的指標を使用するこ
とができる。
【００９４】
　いくつかの実施形態において、患者背景情報は、センサケーブル８１２を特定の患者に
特定することも可能にする。いくつかの実施形態のセンサケーブル８１２は、患者が病院
内を移動するときに患者とともに移動する可能性があるため、センサケーブル８１２が異
なる監視装置８５０へと取り付けられたときに、情報素子８６０に保存されたデータを、
新しい監視装置８５０へと転送することができる。このようにして、患者が病院にとどま
り、あるいは退院しているときに、特定の実施形態の情報素子８６０は、病院が作業の監
視または改善に使用することができる患者フローデータを有することができる。複数の患
者のフローデータを、例えば、所与の時点において特定の部門に滞在している患者の数な
らびにそれらの患者の滞在中に使用される設備を割り出すために使用することができる。
この情報を知ることで、病院は、病院のリソースを種々の部門間により効率的に割り振る
ために、設備の在庫および人員の割り当てを調節することができる。
【００９５】
　図８Ｂは、監視システム８００Ｂの別の実施形態を示している。監視システム８００Ｂ
は、好ましくは、監視システム８００Ａのすべての特徴を備えており、さらに機器ケーブ
ル８１４の情報素子８６２およびセンサ８５０の情報素子８６４を備えている。情報素子
８６２、８６４は、同じまたは異なるメモリ種類、容量、レイテンシ、またはスループッ
トなど、情報素子８６０と同じまたは異なる特性を有することができる。
【００９６】
　一実施形態においては、シリアル伝送線８４０が、上述のように生理学的監視装置８１
０をセンサケーブル８１２内の情報素子８６０へと接続している。しかしながら、シリア
ル伝送線８４０は、情報素子８６２、８６４にもつながっている。したがって、生理学的
監視装置８１０は、おおむね少数の伝送線８４０にて情報素子８６０、８６２、８６４に
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アクセスすることができる。
【００９７】
　情報素子８６２、８６４は、情報素子８６０の機能のすべてまたは一部を有することが
できる。一実施形態においては、同じデータが情報素子８６０、８６２、８６４の各々に
保存され、データの冗長性をもたらす。さらには、そのような実施形態においては、機器
ケーブル８１４が、センサケーブル８１２に代わり、あるいはセンサケーブル８１２とと
もに、患者が或る部門から他の部門へと異動するときに患者に付き添うことができる。さ
らには、一実施形態においては、機器ケーブル８１４またはセンサアセンブリ８５０だけ
が情報素子８６２または８６４を有し、センサケーブル８１２が情報素子８６０を有さな
い。
【００９８】
　情報素子８６２、８６４の配置は、さまざまな位置のいずれかであってよい。例えば、
情報素子８６２を、コネクタ８３１、８３５のいずれかに配置することができ、あるいは
機器ケーブルのケーブル部分８３４に配置することができる。同様に、センサ８５０の情
報素子８６４を、コネクタ８５１またはセンサ８５０の他の部分に配置することができる
。
【００９９】
　図示はされていないが、センサケーブル８１２および／または機器ケーブル８１４は、
いくつかの実施形態においては、複数の情報素子を有することができる。複数の情報素子
が使用される場合、特定のデータを一部の情報素子に保存でき、他のデータを他の情報素
子に保存することができる。例えば、ケーブル管理情報を、患者背景情報とは別の情報素
子に保存することができ、生理学的情報を、さらに別の情報素子に保存することができる
。
【０１００】
　図８Ｃが、監視装置と１つ以上の情報素子８９０との間の通信を容易にするための回路
８００Ｃの実施形態を示している。回路８００Ｃを、分岐ケーブル、非分岐ケーブル、機
器ケーブル、センサケーブル、センサアセンブリ、およびこれらの組み合わせなど、上述
したケーブルまたはセンサアセンブリのいずれかに備えることができる。さらに、回路８
００Ｃを、例えば同じ回路基板上で単一のケーブルの回路５００Ｂおよび５００Ｃととも
に使用することができ、あるいは複数のセンサケーブルおよび／またはセンサアセンブリ
との組み合わせにおいて使用することができる。
【０１０１】
　好都合には、特定の実施形態において、回路８００Ｃが、監視装置と１つ以上の情報素
子との間の通信を提供する通信線８７７、８７９、８８２、および８８３について、電気
的な切り離しを提供する。さらには、回路８００Ｃは、センサの接続状態をセンサ検出回
路８７２を介して監視装置へともたらすことができる。
【０１０２】
　図示の切り離し回路５４０ｄは、１つ以上の情報素子および１つ以上のセンサを監視装
置から電気的に切り離すために、デジタル切り離し論理回路を備えている。切り離し回路
５４０ｄは、デジタル的な切り離しを実行するチップ上の変圧器および関連の論理回路を
備えている。一実施形態においては、切り離し回路５４０ｄが、Ａｎａｌｏｇ　Ｄｅｖｉ
ｃｅｓ社のＡＤｕＭ１３０ｘシリーズのチップである。他の実施形態においては、オプト
カプラおよび／または他の変圧器が使用される。
【０１０３】
　通信線８８２、８８３によって、監視装置は、１つ以上の情報素子８９０とデータの送
受信を行うことができる。線８８２が、監視装置送信線８８２であり、線８８３が、監視
装置受信線８８３である。これらの線８８２、８８３の各々は、切り離し回路５４０ｄに
よって通信線８７７から電気的に切り離されている。通信線８７７、８７９を、１つ以上
の情報素子８９０に電気的に接続することができる。
【０１０４】
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　一実施形態においては、通信線８７７が、単線バスなどのバスである。通信線８７７を
、監視装置へのデータの送信および監視装置からのデータの受信の両方に使用することが
できる。通信線８７９を、監視装置からデータを受信するために使用することができる。
ＭＯＳＦＥＴスイッチ８７６などが、１つ以上の情報素子８９０へと選択的に信号を送信
する図示の通信線８７９に連絡している。
【０１０５】
　監視装置受信線８８３は、図５Ｃに関して上述したフィードバック電力ＶＦＢが充分に
高いか否かを判断する電力検証回路８７８に連絡している。フィードバック電力ＶＦＢが
低すぎる場合、情報素子８９０から受信されるデータを、データが損なわれている可能性
があるため使用しなくてもよい。
【０１０６】
　図示の実施形態において、電力検証回路８７８は、フィードバック電力ＶＦＢを基準電
圧と比較する比較器８８９を備えている。フィードバック電力ＶＦＢが基準電圧に等しく
、あるいは基準電圧よりも高い場合、比較器８８９は、高い電圧を出力することができる
。この高い電圧を、情報素子８９０から受信される通信に応答して、ＭＯＳＦＥＴスイッ
チ８８７によって選択的に上書きすることができる。フィードバック電力ＶＦＢが基準電
圧よりも低い場合、比較器８８９は、低い電力を出力することができる。この低い電圧を
、情報素子８９０からの通信が監視装置へと送られることがないように、ＭＯＳＦＥＴス
イッチ８８７によって上書きすることができる。
【０１０７】
　図示の実施形態においては、センサの接続状態が、センサ検出回路８７２によって監視
装置へともたらされる。センサ検出回路８７２は、センサ検出線８７５をプルアップ抵抗
器８７３に連絡させて備えている。センサ８８５が線８７５に接続されていない場合、線
８７５をプルアップすることができる。この高い電圧を、ＭＯＳＦＥＴスイッチ８７４に
よって反転させて、センサ接続線８８１を介して監視装置へと低い電圧をもたらすことが
できる。いくつかの実施形態においては、スイッチ８７４を省略してもよい。
【０１０８】
　センサ８８５がセンサ検出線８７５へと接続されると、センサ８８５内の短絡線８８６
（または、低抵抗線）が、線８７５をプルダウンすることができる。このロー（ｌｏｗ）
の値をスイッチ８７４によって反転させ、監視装置へとハイ（Ｈｉｇｈ）の信号をもたら
すことができる。この信号が、センサ８８５が接続された旨を知らせることができる。対
照的に、センサ８８５が取り外されると、線８７５が再びプルアップされ、結果としてス
イッチ８７４の出力がロー（ｌｏｗ）になる。結果として、監視装置が、センサ８８５が
取り外された旨の知らせを、迅速またはほぼ瞬時に受け取ることができる。
【０１０９】
　センサ検出回路８７２は、図示の実施形態においては、センサ８８５からの接触の振動
の平滑化または跳ね返りの抑制のために、キャパシタ８９１などの受動素子をさらに備え
ている。このように、センサ検出回路８７２を、跳ね返り抑制回路と考えることもできる
。他の実施形態においては、センサ検出回路８７２を、他の形態の跳ね返り抑制回路で置
き換えることができる。
【０１１０】
　好都合なことに、特定の実施形態においては、センサ８８５が接続されたか否かを判断
するために、１つ以上の情報素子８９０を頻繁にポーリングする代わりに、センサ検出回
路８７２を使用することができる。あるいは、１つ以上の情報素子８９０のポーリングサ
イクルを、少なくすることができる。ポーリングサイクルを少なくし、あるいは皆無にす
ることによって、回路８００Ｃの電力消費を減らすことができる。
【０１１１】
　センサ検出回路８７２を、センサの接続の検出に加え、あるいはセンサの接続の検出に
代えて、分岐ケーブルなどのケーブルの接続を検出するために使用してもよい。いくつか
の実施形態においては、センサ検出線８７５を、複数センサのシステムの各々のセンサ、
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各々のケーブル、などについて設けることができる。さらに、センサ検出回路８７２を、
切り離し回路を持たないケーブルとともに使用してもよい。
【０１１２】
　図９は、情報素子に保存することができるデータの典型的な形態のブロック図を示して
いる。図示の実施形態においては、患者背景情報９２０、ケーブル管理情報９３０、生理
学的情報９４０が示されている。患者背景情報は、患者識別データ９２２および患者フロ
ーデータ９２４を含むことができる。ケーブル管理情報９３０は、ケーブル使用データ９
３２、センサ使用データ９３４、および機器使用データ９３６を含むことができる。しか
しながら、図９に示されているデータは個別の分類を含むものとして示されているが、或
る分類からのデータが、他の分類に含まれてもよい。１つ以上の分類からのデータが、含
まれなくてもよく、あるいは上述した情報の分類以外のさらなる情報の分類が含まれても
よい。
【０１１３】
　さらに具体的な例に目を向けると、一実施形態において、患者識別データ９２２は、患
者の名前、病院における患者の一意の識別番号、患者または生体組織の種類、患者の年齢
、性別、投薬、および医療の履歴についての情報、ならびに警報の設定の精度および検出
感度などにとって有用となりうる他の情報を含むことができる。さらに、患者識別データ
９２２は、パルス酸素濃度計によって割り出されたＳｐＯ２フィンガープリントを含むこ
とができる。そのような一実施形態においては、ＳｐＯ２フィンガープリントが、赤外線
検出波長と赤色光検出波長との比を計算することによって割り出される。ＳｐＯ２フィン
ガープリントを、センサまたはケーブルの不適切な再使用を検出するために使用すること
ができる。
【０１１４】
　患者フローデータ９２４は、患者が訪れた部門の記録、それらの部門における滞在の長
さ（ＬＯＳ）、病院における全体としてのＬＯＳ、入院日時、退院日時、病院において生
じる事象の時刻スタンプ、などを含むことができる。これらの情報の一部またはすべてが
、患者識別データと併せて、患者フロープロフィルを構成する。
【０１１５】
　ケーブル使用データは、購入者または製造者情報、ケーブルの種類、ケーブルのシリア
ル番号、購入データ、使用時間、ならびにケーブル寿命監視関数（ＣＬＭ）（期限切れ接
近割合、更新期間、期限切れ限界、および関数の指数など）を含むことができる。さらに
、ケーブル使用データ９３２は、ケーブルを監視システムへと接続した回数、ケーブルを
上手く較正できた回数、監視システムへの接続の総経過時間、１つ以上のセンサへとケー
ブルを接続した回数、患者生体パラメータの処理に要した総時間、ケーブルへと加えられ
た累積の電流、電圧、または電力、ケーブルの積算温度、およびケーブルの期限切れ情報
など、多数の読み書きパラメータを含むことができる。
【０１１６】
　一実施形態においては、ケーブルを患者へと配置した回数または患者から取り外した回
数が監視され、示度がメモリに保存される。ケーブルへと接続されたセンサを患者へと配
置した回数または患者から取り外した回数を、検出されるプローブ外れ状態の回数を監視
することによって監視することができ、あるいはケーブル上に別途の検出装置を配置し、
あるいはセンサクリップの押し下げ、開放、除去、交換、取り付け、などを検出するため
のセンサを配置することによって、監視することができる。
【０１１７】
　一実施形態においては、ケーブルの平均動作温度が監視され、示度が保存される。これ
を、例えば、バルクマス（ｂｕｌｋ　ｍａｓｓ）を使用することによって行うことができ
、あるいはケーブルの温度またはケーブルのコネクタの温度を直接的に監視することによ
って行うことができる。一実施形態においては、ケーブルへと接続された異なる監視装置
の数が追跡記録され、示度がメモリに保存される。一実施形態においては、ケーブルの較
正の回数が監視され、示度がメモリに保存される。一実施形態においては、ケーブルを使
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用したユーザの数が監視され、示度が保存される。これを、例えば、検出または互いに入
力された患者についての情報を保存し、この情報をケーブルの立ち上げ、切り離し、およ
び／または再接続の際に得られ、他の重要な出来事の際に取得され、あるいは定期的に取
得される新たな情報と比較し、ケーブルが同じ患者または新たな患者のいずれに接続され
たのかを判断することによって、行うことができる。一実施形態においては、ユーザが、
患者についての情報を入力するように要求され、この情報がメモリに保存され、有用なケ
ーブルの寿命を判断するために使用される。一実施形態においては、ユーザが、ケーブル
の清掃および殺菌についての情報を入力するように要求され、示度がメモリに保存される
。特定のパラメータの特定のやり方での測定に関して説明したが、種々の他の電気的およ
び機械的測定を、ケーブルの有用な寿命の測定において任意の有用なパラメータを割り出
すために使用することができる。
【０１１８】
　センサ使用データ９３４は、ケーブル使用データと同じ情報であるが、ケーブルへと取
り付けられたセンサに当てはまる情報の一部またはすべてを含むことができる。さらに、
センサ使用データ９３４は、センサの種類または動作、センサ購入者の種類または識別子
、センサ製造者情報、放射することができる波長の数などのセンサ特性、放射体の仕様、
放射体の駆動の要件、復調データ、計算モードデータ、較正データ、スクリプトまたは実
行可能コードなどのソフトウェア、センサ電子素子、センサの一部またはすべてのコンポ
ーネントについて期限切れおよび交換の要否を示すセンサ寿命データ、暗号化情報、監視
装置またはアルゴリズムの更新指示またはデータ、などについての情報を含むことができ
る。一実施形態において、センサ使用データ９３４は、放射体の波長補正データも含むこ
とができる。
【０１１９】
　さらに、センサ使用データ９３４は、放射装置の数、放射の波長の数、放射の中心に関
するデータ、温度変化にもとづく放射特性の変化に関するデータ、センサの温度、電流、
または電圧の履歴、放射体の仕様、放射体の駆動の要件、復調データ、計算モードデータ
、測定すべきパラメータ（例えば、ＨｂＣＯ、ＨｂＭｅｔ、など）の較正データ、スクリ
プトまたは実行可能コードなどのソフトウェア、センサ電子素子、使い捨て、再使用可能
、あるいは多部位の一部再使用・一部使い捨てのいずれのセンサであるか、接着式または
非接着式のいずれのセンサであるか、反射または透過のいずれのセンサであるか、指、手
、足、額、または耳のいずれのセンサであるか、ステレオセンサまたは双頭（ｔｗｏ－ｈ
ｅａｄｅｄ）センサであるか否か、センサの一部またはすべてのコンポーネントについて
期限切れおよび交換の要否を示すセンサ寿命データ、暗号化情報、鍵、鍵への索引あるい
は関数など、監視装置またはアルゴリズムの更新指示またはデータ、ならびにパラメータ
方程式の一部またはすべてを含むことができる。
【０１２０】
　機器使用データ９３６は、購入者または製造者情報、当該ケーブルが接続された監視装
置の種類についての情報、当該ケーブルが接続された監視装置の数、監視装置へのケーブ
ル接続の継続時間、監視装置の使用の継続時間、傾向の履歴、警報の履歴、センサ寿命、
個々の監視装置の識別番号、などを含むことができる。さらには、機器使用データ９３６
は、上述のすべてのケーブルおよびセンサ使用データのすべてまたは一部を含むことがで
きる。
【０１２１】
　生理学的情報９４０は、情報素子９６０に取り付けられたセンサまたは監視装置から得
られる上述の任意の生理学的パラメータを含むことができる。一実施例においては、情報
素子９６０が、生理学的情報９４０の生理学的監視装置間での転送を可能にする。結果と
して、患者の生理学的パラメータの履歴の閲覧を、病院全体の種々の監視装置へと提供す
ることができる。したがって、異なる部門の臨床家が、先の部門において得られた患者の
生理学的情報を観察することができ、より高品質な医療を提供することができる。
【０１２２】
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　図１０が、病院、介護施設、または医療サービスの提供が行われる他の場所（まとめて
、「病院」）において使用することができる生理学的監視システム１０００の実施形態を
示している。生理学的監視システム１０００の特定の態様が、２００６年１２月４日付の
「Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ａｌａｒｍ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ
」という名称の米国特許出願第１１／６３３，６５６号にさらに詳しく記載されており、
この米国特許出願の全体が、ここでの言及によって本明細書に援用される。
【０１２３】
　特定の実施形態の生理学的監視システム１０００は、患者監視装置１００２を含んでい
る。種々の実施形態の患者監視装置１００２が、センサ１０５０、１つ以上の生理学的監
視装置１０１０、センサ１０５０を監視装置１０１０へと取り付けるケーブル１０３０、
および１つ以上の生理学的監視装置１０１０へと接続されたネットワーク・インターフェ
イス・モジュール１００６を備えている。各々の患者監視装置１００２は、いくつかの実
施形態においては、患者監視装置１００２のネットワーク１０２０の一部である。したが
って、これらの実施形態における患者監視装置１００２は、生理学的情報および警報を、
病院の無線ネットワーク（ＷＬＡＮ）１０２６またはインターネット１０５０を介して、
臨床家のエンドユーザデバイス１０２８、１０５２へと通信することができる。
【０１２４】
　特定の実施形態のネットワーク・インターフェイス・モジュール１００２は、求めに応
じ、あるいは警報の事象の場合に、生理学的情報をエンドユーザデバイス１０２８、１０
５２へと送信し、さらには／あるいは警報を中央の看護師室へと送信する。あるいは、ネ
ットワーク・インターフェイス・モジュール１００２は、情報および警報をサーバ１０３
６へと送信する。サーバ１０３６は、データクローゼットに収容されたアプライアンスサ
ーバや中央の看護師室に位置するワークステーションなどのコンピュータ装置である。サ
ーバ１０３６は、情報または警報をエンドユーザデバイス１０２８、１０５２または中央
の看護師室へと渡す。警報を、特定の生理学的パラメータが安全しきい値を超えるときに
生じさせ、生じうる生命の脅威の状況に臨床家が速やかに対応できるようにすることがで
きる。警報を生じさせる状況として、例えば、心拍数または呼吸数の減少、低いＳｐＯ２

レベル、または異常範囲にある他の任意の生理学的パラメータを挙げることができる。
【０１２５】
　さらに、一実施形態において、ネットワーク・インターフェイス・モジュール１００２
は、ケーブル１０３０のうちの１つが寿命の終わりに近付くときに警報を生成することに
よって、ケーブルの管理を実行する。ネットワーク・インターフェイス・モジュール１０
０２は、例えば図９に関して上述したデータの一部またはすべてを分析することによって
、ケーブル１０３０の寿命が近いか否かを判断する。一実施形態においては、ネットワー
ク・インターフェイス・モジュール１００２がケーブルの寿命が近いと判断する場合に、
警報として期限切れメッセージをもたらす。
【０１２６】
　一実施形態においては、サーバ１０３６が、この期限切れメッセージを受信する。次い
で、サーバ１０３６は、データベース１０３８に保存された在庫をチェックし、交換用の
ケーブルが利用可能であるか否かを確認する。交換用のケーブルが在庫に存在しない場合
、サーバは、インターネット１０５０（または、ＷＡＮ、専用回線、など）を介して供給
者１０７０へとメッセージを送信することができる。一実施形態においては、サーバ１０
３６が、ケーブルの場所、ケーブルの状態、および／または他のケーブル使用データを示
す電子メールメッセージを供給者１０７０へと送信する。供給者１０７０は、一実施形態
においては、ケーブルの販売者である。メッセージを受信したとき、供給者１０７０は、
新たなケーブルを病院へと自動的に出荷することができる。結果として、この実施例にお
いては、最小限のユーザの介在またはユーザの介在をまったく必要とせずに、ケーブル１
０３０の在庫を維持することができ、ケーブル１０３０を、ケーブルの不具合に先立って
前もって交換することができる。
【０１２７】



(25) JP 2011-519684 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

　さらなる実施形態においては、ネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６
が、センサの使用（患者の滞在の最中に使用されたセンサの数など）、センサの種類、お
よび交換までの使用時間を監視することができる。そのようなデータを、病院が、在庫補
充を前もって計画するために使用することができ、部門ごとの在庫レベルを設定するため
に使用することができる。さらには、供給者がこのデータを使用して、病院の在庫補充ま
たはジャストインタイムの在庫管理計画を実行することができる。さらに、このような情
報を、供給者がケーブルの全体としての信頼性の改善に使用することができ、病院が消耗
品をより良好に計画および管理するために使用することができる。
【０１２８】
　さらに、種々の実施例のネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６は、背
景管理を実行する。一実施形態においては、背景管理が、背景情報を生理学的情報へと関
連付けて背景データパッケージを形成することを含んでいる。上述のように、背景情報は
、患者識別データおよび患者フローデータを含むことができる。さらに、背景情報は、ネ
ットワーク・インターフェイス・モジュール１００６の使用に関する背景情報およびネッ
トワークに関する背景情報を含むことができる。例えば、この追加の背景情報は、ネット
ワーク・インターフェイス・モジュール１００６の識別番号、生理学的監視システム１０
００において生じる出来事の時刻スタンプ、ネットワークの状態の変化およびネットワー
ク・インターフェイス・モジュール１００６の使用の統計などの環境条件、ならびにネッ
トワークに対応する識別情報（例えば、ネットワーク接続がＷｉＦｉまたはイーサネット
(登録商標)のいずれであるか）を含むことができる。
【０１２９】
　ネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６は、一実施形態においては、看
護師がネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６において情報を入力し、あ
るいはサーバ１０３６から情報を入力することによって、背景情報を受信する。ネットワ
ーク・インターフェイス・モジュール１００６は、警報時、臨床家の要求時、またはスケ
ジュールにもとづいて、臨床家へと背景データパッケージを送信または通信する。さらに
、ネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６は、背景情報の連続的なストリ
ームを臨床家へと送信することができる。
【０１３０】
　サーバ１０３６が、複数のネットワーク・インターフェイス・モジュール１００６から
背景データパッケージを受信し、背景データパッケージをストレージデバイス１０３８に
保存する。したがって、特定の実施形態においては、このストレージデバイス１０３８が
、長期にわたる患者データを保管する。この患者データを、患者の退院の後でも維持する
ことができる。これにより、背景情報を、例えば患者の介護の数的指標を作成し、病院の
作業を改善するための後の分析のために保存することができる。患者データを、患者のプ
ライバシを守るために、介護の数的指標を作成した後で削除することができる。
【０１３１】
　ケーブル管理および背景管理の機能を、ネットワーク・インターフェイス・モジュール
１００６によって実行されるものとして説明したが、特定の実施形態においては、これら
の機能の一部またはすべてを、生理学的監視装置１０１０によって実行してもよい。さら
に、生理学的監視装置１０１０およびネットワーク・インターフェイス・モジュール１０
０６の両者が、ケーブル管理および／または背景管理の機能を実行してもよい。
【０１３２】
　図１１は、医療ケーブルの寿命を追跡記録するための使用トラッキング方法１１００の
実施形態を示している。一実施形態において、使用トラッキング方法１１００は、ネット
ワーク・インターフェイス・モジュールおよび／または上述の生理学的監視装置のうちの
１つにおいて実行される。より一般的には、使用トラッキング方法１１００を、１つ以上
のプロセッサを有するマシンによって実行することができる。好都合なことに、特定の実
施形態においては、使用トラッキング方法１１００が、ケーブルの不具合に先立つ交換を
容易にする。
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【０１３３】
　使用トラッキング方法１１００は、ブロック１１０２においてセンサからセンサパラメ
ータを取得することによって始まる。ブロック１１０４において、情報素子に保存された
ケーブル使用情報が確認される。ケーブル使用情報を、センサからのセンサパラメータの
取得と同時または実質的に同時に確認することができる。あるいは、ケーブル使用情報を
、監視（例えば、センサパラメータの取得）の開始時または終了時あるいは監視の間中ず
っと定期的に、ケーブルの使用を判断することによって確認することができる。さらには
、ケーブル使用情報を、例えば監視装置が現時点においてはセンサからパラメータを取得
していない場合など、たとえブロック１１０２が実行されなくても確認することができる
。
【０１３４】
　判定ブロック１１０６において、ケーブルの寿命が近いか否か（あるいは、実際にケー
ブルの期限が切れたか否か）が判断される。この判断を、図９に関して上述したデータを
使用して行うことができる。さらに、この判断を、ケーブルの寿命にも同様に適用される
センサ寿命関数を使用して行ってもよい。
【０１３５】
　ケーブルの寿命が近い（あるいは、寿命が尽きた）と判断される場合、ブロック１１０
８において期限切れメッセージがもたらされる。一実施形態においては、このメッセージ
が、監視装置または中央の看護師室において警報としてもたらされる。メッセージを、病
院または遠方の場所に位置してよい臨床家のエンドユーザデバイスへともたらすことも可
能である。さらには、メッセージをサーバへともたらすことができ、サーバがメッセージ
を供給者へと転送し、供給者が新しいケーブルを出荷してもよい。一実施形態においては
、メッセージが、ケーブルの場所、ケーブルの状態、および／または他のケーブル使用デ
ータを示す電子メールである。他方で、ケーブルの寿命が近くない（または、未だ尽きて
いない）と判断される場合には、使用トラッキング方法１１００はブロック１１０２へと
戻り、監視が続けられる。実際に、使用トラッキング方法１１００は、ケーブルの寿命が
近付き、あるいは尽きるまで、監視および／またはケーブル使用情報の確認を続けること
ができる。
【０１３６】
　図１２は、ケーブルの在庫を管理するためのケーブル在庫方法１２００の実施形態を示
している。ケーブル在庫方法１２００を、上述のサーバ１０３８などのサーバによって実
行することができる。より一般的には、ケーブル在庫方法１２００を、１つ以上のプロセ
ッサを有するマシンによって実行することができる。一実施形態においては、方法１２０
０が、ステップ１１０８において期限切れメッセージを提供する方法１１００に応答して
実行される。
【０１３７】
　ブロック１２０２において、ケーブルの寿命が近いことを知らせ、あるいはケーブルの
寿命が尽きたことを知らせる期限切れメッセージが、監視装置から受信される。ブロック
１２０４において、交換用のケーブルの在庫が確認される。この在庫は、病院の在庫であ
ってよく、その記録を、病院のデータベースなどに保持することができる。
【０１３８】
　判定ブロック１２０６において、交換用のケーブルの在庫がないと判断される場合、ブ
ロック１２０８において、新たなケーブルが自動的に注文される。一実施形態においては
、このブロック１２０８が、例えばインターネットなどのネットワークを介して要求を送
信することによって、ケーブルを注文すべく供給者に電子的に連絡することによって実行
される。このようにして、特定の実施形態においては、ケーブル在庫方法１２００が、ケ
ーブルの不具合の前にケーブルを前もって交換できるようにする。一方、交換用のケーブ
ルが在庫に存在する場合、ケーブル在庫方法１２００は終了する。しかしながら、他の実
施形態においては、ケーブル在庫方法１２００が、ケーブルの在庫が所定のレベルに保た
れるように、在庫があっても交換用のケーブルを注文する。
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【０１３９】
　さらなる実施形態においては、ケーブル在庫方法１２００が、患者の滞在の最中に使用
されたセンサの数、センサの種類、および交換前の使用時間など、センサの利用を監視す
ることができる。そのようなデータを、病院が、在庫補充を前もって計画するために使用
することができ、さらには部門ごとの在庫レベルを設定するために使用することができる
。さらには、供給者がこのデータを使用して、病院の在庫補充またはジャストインタイム
の計画を実行することができる。さらに、そのような情報を、供給者がケーブルの全体と
しての信頼性の改善に使用することができ、病院が消耗品をより良好に計画および管理す
るために使用することができる。
【０１４０】
　図１３が、患者の背景を管理するための典型的な背景管理方法１３００を示している。
一実施形態において、背景管理方法１３００は、上述した監視装置のいずれかなど、生理
学的監視装置によって実行される。より一般的には、背景管理方法１３００の特定のブロ
ックを、１つ以上のプロセッサを有するマシンによって実行することができる。特定の実
施形態において、背景管理方法１３００は、ケーブルを患者または監視装置へと最初に接
続するときに、患者に一意の識別子を有するケーブルを割り当てることを好都合に可能に
する。
【０１４１】
　ブロック１３００において、ケーブルが、例えば看護師などの臨床家によって監視装置
へと接続される。その後に、一時的な患者ＩＤが、ブロック１３０４においてケーブルに
割り当てられる。一時的なＩＤを、ケーブル内の情報素子へと電力が供給されたときに自
動的に割り当てることができ、あるいはＩＤを割り当てるように臨床家を促してもよい。
さらに、一時的なＩＤを、前もってケーブルに保存してもよい。一時的な患者ＩＤは、患
者の識別情報がケーブルへともたらされる前に、ケーブルを患者に一意に関係するものと
して特定することを可能にする。一時的な患者ＩＤを、ケーブルの情報素子に保存するこ
とができる。
【０１４２】
　ブロック１３０６において、患者フローデータが、情報素子に保存される。患者フロー
データは、図９に関して上述したフローデータを含むことができる。例えば、患者フロー
データは、接続された装置に関する情報、ケーブルに関する部門ＩＤ、およびケーブルが
各部門において過ごした時間を含むことができる。患者フローデータを保存することによ
って、背景管理方法１３００は、ケーブルが監視装置へと接続されたときに患者の流れを
監視できるようにすることができる。このようにして、介護師がケーブルを患者に関連付
けることを忘れても、ケーブルが、同じ患者または別の患者においていつ使用されたかを
示すデータを有することができる。
【０１４３】
　判定ブロック１３０８において、実際の患者ＩＤがもたらされたか否かが判断される。
実際の患者ＩＤがもたらされたならば、ブロック１３１０において、一時的なＩＤが実際
の患者ＩＤによって置き換えられる。実際の患者ＩＤは、図１３に関して上述した患者識
別情報のいずれかを含むことができる。一方で、実際の患者ＩＤがもたらされていないと
判断される場合、背景管理方法１３００はブロック１３０６へと戻り、情報素子への患者
フローデータの保存を続ける。
【０１４４】
　図１４は、患者の背景を管理するための背景管理方法１４００の別の例を示している。
一実施形態において、背景管理方法１４００は、上述した監視装置のうちのいずれかなど
、１つ以上の監視装置によって実行される。より一般的には、背景管理方法１４００の特
定のブロックを、１つ以上のプロセッサを有するマシンによって実行することができる。
【０１４５】
　ブロック１４０２において、ケーブルが監視装置へと接続される。一実施形態において
は、このブロックが、看護師などの臨床家によって実行される。次いで、ブロック１４０
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４において、患者フローデータが、情報素子に保存される。患者フローデータは、図９に
関して上述したフローデータを含むことができる。
【０１４６】
　判定ブロック１４０６において、ケーブルが新しい監視装置へと接続されたか否かが判
断される。新しい監視装置へと接続された場合、ブロック１４０８において、患者フロー
データを、ケーブルから新しい監視装置へと転送される。一実施形態においては、新しい
監視装置が、ケーブルが新しい監視装置へと接続されたのか否かを判断する。あるいは、
ケーブルがこの判断を行う。患者フローデータを新しい監視装置へと転送することは、特
定の実施形態において、患者が病院のどこに、どの程度の長さにわたって存在したのかを
、監視装置が知ることができるという利点をもたらす。新しい監視装置が接続されたので
はない場合、背景管理方法１４００は終了する。
【０１４７】
　当業者であれば、情報および信号を、種々さまざまな技術および技法の任意のいずれか
を使用して表わすことができることを、理解できるであろう。例えば、上述の説明の全体
において言及されうるデータ、インストラクション、コマンド、情報、信号、ビット、シ
ンボル、およびチップを、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光場または光粒子
、あるいはこれらの任意の組み合わせによって表わすことができる。
【０１４８】
　さらに、当業者であれば、本明細書に開示の実施形態に関して説明された種々の例示の
論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムの各段階を、電子ハードウェア、
コンピュータソフトウェア、または両者の組み合わせとして実現できることを、理解でき
るであろう。このハードウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に示すために、種々の
例示のコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、および段階は、おおむねそれらの
機能に関して上述されている。そのような機能がハードウェアまたはソフトウェアのどち
らで実現されるかは、個々の用途および全体としてのシステムに課せられる設計の制約に
依存して決まる。当業者であれば、上述の機能を、個々の用途の各々に合わせてさまざま
なやり方で実現できるが、そのような実現における決定を、本明細書の開示の技術的範囲
からの逸脱を生じるものと解釈してはならない。
【０１４９】
　本明細書に開示の実施形態に関して説明された種々の例示の論理ブロック、モジュール
、および回路を、汎用プロセッサ、デジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートなゲートまたはトランジスタ論理回
路、ディスクリートなハードウェアコンポーネント、またはこれらの任意の組み合わせな
ど、本明細書に記載の機能を実行するように設計されたマシンによって実現または実行す
ることができる。汎用のプロセッサは、マイクロプロセッサ、プロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、状態機械、などであってよい。プロセッサを、例えばＤＳＰと
マイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する
１つ以上のマイクロプロセッサ、または他の任意のそのような構成など、コンピュータ装
置の組み合わせとして実現することもできる。さらに、用語「処理」は、例えばプログラ
ムコードの実行、インストラクションの実行、信号の操作、フィルタ処理、算術演算の実
行、などを含むいくつかの意味を包含するように意図された広い用語である。
【０１５０】
　本明細書に開示の実施形態に関して説明された方法またはアルゴリズムの各段階を、ハ
ードウェアにて直接的に具現化でき、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュ
ールにて具現化でき、あるいは二者の組み合わせにて具現化することができる。ソフトウ
ェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ＤＶＤ、またはこの技術分野において公知の任意の他の形態の記憶媒体に存在するこ
とができる。コンピュータにとって読み取り可能な記憶媒体が、プロセッサに組み合わせ
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むことができる。あるいは、記憶媒体が、プロセッサと一体であってよい。プロセッサお
よび記憶媒体が、ＡＳＩＣに存在することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末に位置する
ことができる。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体が、個別のコンポーネントとしてユ
ーザ端末に存在することができる。
【０１５１】
　モジュールは、これらに限られるわけではないが、以下のいずれかを含むことができ、
すなわちソフトウェアオブジェクト指向のソフトウェアコンポーネント、クラスコンポー
ネントおよびタスクコンポーネント、プロセス、方法、関数、属性、手順、サブルーチン
、プログラムコードの各部分、ドライバ、ファームウェア、マイクロコード、回路、デー
タ、データベース、データ構造、テーブル、アレイ、および／または変数などのソフトウ
ェアまたはハードウェアコンポーネントのいずれかを含むことができる。
【０１５２】
　さらに、特定の発明を特定の実施形態の文脈において開示したが、本明細書に開示され
た発明が、具体的に開示された実施形態を超えて、本発明の他の代替の実施形態および／
または用途ならびに具体的に開示された実施形態の自明な変更および均等物まで広がるこ
とを、当業者であれば理解できるであろう。とくには、システムおよび方法を、特定の実
施形態の文脈において説明したが、当業者であれば、本明細書の開示に鑑みて、音響信号
処理システム、装置、および方法の特定の利点、特徴、および態様を、さまざまな他の用
途およびソフトウェアシステムにおいて実現できることを、理解できるであろう。さらに
、本明細書に開示された本発明の種々の態様および特徴を、個別に実施でき、一体に組み
合わせることができ、あるいは互いに置換できると考えられ、それらの特徴および態様に
ついて、さまざまな組み合わせおよび部分的組み合わせが可能であり、それらは依然とし
て本明細書に開示の本発明の技術的範囲に包含されると考えられる。さらに、上述のシス
テムは、必ずしも特定の実施形態において説明されたモジュールおよび機能のすべてを含
む必要はない。すなわち、本明細書に開示された本発明の技術的範囲は、上述した特定の
開示の実施形態に限定されず、以下の特許請求の範囲によってのみ決定されなければなら
ない。
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月26日(2011.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療患者への電気ショックの恐れを軽減するための医療装置であって、
　複数の生理学的センサと、
　前記複数の生理学的センサを生理学的監視装置のポートへと接続するように機能する分
岐ケーブルと、
　前記分岐ケーブルに配置された１つ以上の切り離し回路と
を含んでおり、
　前記生理学的センサのうちの少なくとも１つが、
　脈動する血液を含んでいる患者の生体組織に光を衝突させるように構成された光放射体
と、
　生体組織による減衰後の光に応答し、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成するよう
に構成された検出器と
を含んでおり、
　前記分岐ケーブルが、前記生理学的センサのうちの１つとやり取りするように構成され
た１つ以上の電気導体を各々が含んでいる複数のケーブル部分を含んでおり、
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記１つ以上の電気導体のうちの選択された電気導体
に連絡しており、
　前記１つ以上の切り離し回路の少なくとも１つが、前記生理学的センサのうちの１つ以
上と前記生理学的監視装置との間で生理学的信号を伝えるように構成されており、
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記生理学的センサを少なくとも互いに電気的に切り
離すように機能する医療装置。
【請求項２】
　前記１つ以上の切り離し回路が、オプトカプラ、変圧器、および光ファイバのうちの１
つ以上を含んでいる請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記分岐ケーブルの監視装置コネクタに配置された１
つの切り離し回路を含んでいる請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記分岐ケーブルのセンサコネクタに配置された複数
の切り離し回路を含んでいる請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数の切り離し回路が、前記ケーブル部分のうちの１つを除くすべてのケーブル部
分に配置されている請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記複数の生理学的センサが、光学センサおよび音響センサを含んでいる請求項１に記
載の装置。
【請求項７】
　前記ケーブル部分のうちの１つ以上が、前記生理学的センサのうちの１つへと電力を供
給するように構成された電源線、前記生理学的センサから前記生理学的監視装置へと生理
学的信号を送信するように構成された信号線、および前記電源線に電気の戻り経路をもた
らすように構成された接地線を含んでいる請求項１に記載の装置。
【請求項８】
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　前記１つ以上の切り離し回路が、前記信号線に連絡したオプトカプラおよび前記電源線
に連絡した変圧器を含んでいる請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記１つ以上の切り離し回路が、前記接地線における接地ループの形成を実質的に防止
するように構成されている請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　医療患者への電気ショックの恐れを軽減する方法であって、
　医療患者の生体組織に光を衝突させるように構成された光放射体と、生体組織による減
衰後の光に応答して、患者の生理学的特徴を表わす信号を生成するように構成された検出
器と、を少なくとも１つが含んでいる複数の生理学的センサを用意するステップと、
　前記複数の生理学的センサと生理学的監視装置との間の通信を可能にするように構成さ
れた１つ以上の電気導体を含んでおり、前記複数の生理学的センサから前記生理学的監視
装置へと医療患者の生理学的情報を表わす信号をもたらすように機能する医療ケーブルア
センブリを用意するステップと、
　前記医療ケーブルアセンブリに配置され、前記複数の生理学的センサの少なくともいく
つかおよび前記生理学的監視装置に連絡している１つ以上の切り離し回路を使用して、前
記複数の生理学的センサを少なくとも互いに電気的に切り離すステップと
を含んでいる方法。
【請求項１１】
　前記１つ以上の切り離し回路が、オプトカプラを含んでいる請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つ以上の切り離し回路が、変圧器を含んでいる請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記変圧器が、前記複数の生理学的センサのうちの１つ以上へと電力を供給するように
構成された電源線に連絡しているフライバック変圧器を含んでいる請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記医療ケーブルアセンブリを用意するステップが、
　前記生理学的センサのうちの少なくとも１つに接続されるように構成された少なくとも
１つのセンサケーブルと、該少なくとも１つのセンサケーブルおよび前記生理学的監視装
置に接続されるように構成された少なくとも１つの機器ケーブルとを用意するステップ
をさらに含んでいる請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記医療ケーブルアセンブリが、前記生理学的監視装置のポートにて前記複数の生理学
的センサとやり取りするように構成された分岐ケーブルを含んでいる請求項１０に記載の
方法。
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摘要(译)

用于降低对医疗患者的电击风险的脉搏血氧测量系统可以包括生理传感
器，并且生理传感器中的至少一个可以包括能够将光照射到患者的生物
组织散热器和检测器在被活组织衰减后对光进行响应。检测器可以生成
表示患者的生理特征的信号。另外，脉搏血氧计系统可包括能够将生理
传感器连接到生理监测装置的发散电缆。分支电缆可以具有多个电缆部
分，并且每个电缆部分包括可以与一个生理传感器通信的一个或多个电
导体。一个或多个去耦电路可以放置在分支电缆中，与选定的一个电导
体连通。一个或多个去耦电路可以电分离生理传感器。 发明背景
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